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孤筇考
『濟北集』巻二「春遊」の
散歩イメージについてのノート

小井川 理（滋賀県立美術館　主任学芸員）
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孤筇考『濟北集』巻二「春遊」の散歩イメージについてのノート　小井川 理（滋賀県立美術館 主任学芸員）

はじめに

散歩は、現代の人々にとって身近な活動の一つとなっている1。日本で初めて「散歩」の語を用

いたのは、鎌倉時代から南北朝時代にかけて活動した禅僧、虎関師錬（1278-1346）であったと

され2、その詩文集『濟北集』巻二に収められる「梅花」9首のうちの1首と「春遊」1首に「散歩」

の語が用いられている。

　　梅花3

　�散歩前坡與後岡。別尋幽径入禅房。雪霜之国産尤物。天地為爐爇此香。高稱独魁花卉上。寒盟

三友竹松傍。早春窮臘得時者。一歳大成集衆芳。

　　春遊4

　�孤筇散歩下前坡。百卉如茵任脚過。蝶為翅寛飛便舞。鶯因舌巧語成歌。烟雲合處村偏遠。花柳

繁邊春正多。四野風光無限好。江山未必助吟哦。

「春遊」では、「孤筇」を携えて春の野を歩む様子から詩の世界が始まる。「筇」には、布袋竹や

仏面竹など杖を作るのに適した種類の竹という意味と、杖という意味があり、「孤筇」は1本の竹

の杖という意味となろう。「孤筇」の語意について、市木武雄は「春遊」を用例として引き、「一本

の竹のつえ。独りで歩くさま。」と解釈する5。日本において「散歩」という語が用いられる最初期

に、杖を携えるイメージが付随していることが興味深い。

杖は、歩行を助ける道具である。体勢を支え、歩行の安定を助け、疲労を軽減する。杖を携えて

歩く人物の姿は、たとえば、浦上玉堂筆《幽渓散歩図》（江戸時代、岡山県立美術館蔵）や、久保

田米僊筆《霓雲林散策図》（1883年［明治16年］、株式会社星野画廊蔵）など、時代を越えて描か

れ続けた。本稿は、『濟北集』など詩文に現れる「孤筇」の用例と、絵画作品に描かれる杖を携え

て歩く図像に注目し、日本における最初期の「散歩」のイメージについて、一考を試みるもので

ある。

�
1 滋賀県立美術館では2025年秋、企画展「おさんぽ展　空也上人から谷口ジローまで」（会期：2025年9月20日から11
月16日まで）を開催した。展覧会図録『企画展　おさんぽ展　空也上人から谷口ジローまで』滋賀県立美術館編集・発行、
2025年9月。筆者はこの展覧会の企画を担当し、本稿は展覧会を契機として成ったものである。
2 南谷直利・北野与一「健康のために行う『散歩』の語誌的研究」『北陸大学紀要』第25号、2001年、235-250頁。
3 『五山文学全集』第1巻、上村観光編、思文閣出版、1973年2月復刻（2002年11月再版を参照）、77頁。以後の『濟北集』
引用は本書に拠り、適宜常用字に改めた。
4 前掲註3、84頁。
5 『五山文学用語辞典』市木武雄編、続群書類従完成会、2002年、70頁。
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1　詩文における「孤筇」のイメージ

1-1　『濟北集』における「筇」の用例
『濟北集』を編んだ虎関師錬は、臨済宗聖一派の東山湛照（1231-1291）の法を嗣いだ禅僧である。

伊勢本覚寺を開き、山城円通寺、三聖寺、東福寺、南禅寺などに住して、東福寺海蔵院に退居した。

入元することはなかったが、博く勉学に励んで中国の知識を深めた。1307年（徳治2年）関東に

下向、鎌倉常楽寺で一山一寧（1247-1317）に会い、日本の知識の不足を指摘されたことを契機に、

1322年（元亨2年）大著『元亨釈書』を撰述した。

『濟北集』は、その虎関の詩文集で、全20巻からなる。その中には、先述の「春遊」を含め「孤筇」

の用例や、竹の杖を意味する「筇」の字を用いた用例、竹を素材とする点では「筇」と通じる「竹

杖」の用例が散見される。「孤筇」の持つイメージを考察するにあたり、虎関による用例を挙げて

おきたい。（引用中の下線は筆者による）

①　広蔵主見万寿桜花詩和之見投依前韻謝之6� ［巻二　唐律］　　　　

　�霊区奥域隔塵氛。花木無心負逸群。山嶮可疑留白雪。地高適見起晴雲。不禁開後迎風動。難弁

落時和蝶紛。常恨春筇唯伴影。却歓同舎有携分。

②　遊山7� ［巻二　唐律］　　　　

　�今日最和晴。遊筇喚我行。上山心自広。渡水足先清。塢媚群花発。溪幽一鳥鳴。帰途隨牧竪。

牛背夕日明。

③　春遊8� ［巻二　唐律］　　　　

　�孤筇散歩下前坡。百卉如茵任脚過。蝶為翅寛飛便舞。鶯因舌巧語成歌。烟雲合處村偏遠。花柳

繁邊春正多。四野風光無限好。江山未必助吟哦。

④　行旅9� ［巻三　律詩之一］　　

　竹杖芒鞋行路難　和愁過野又経村　磨針嶺上望湖上　蒲石冷涵碧玉盆

⑤　旅邸10� ［巻三　律詩之一］　　

　孤筇寄宿釣漁亭　一夜四簷風雨聲　側枕長愁前路滑　天明依𦾔海潮鳴

�
6 前掲註3、78頁。
7 前掲註3、83-84頁。
8 前掲註3、84頁。
9 前掲註3、101頁。
10 前掲註3、103頁。
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孤筇考『濟北集』巻二「春遊」の散歩イメージについてのノート　小井川 理（滋賀県立美術館 主任学芸員）

⑥　夜行11� ［巻四　律詩之二］　　

　翩々隻影伴孤筇　鵠過星稀月在空　思得黄梅山下路　不禁寒凜渡頭風

⑦　送僧12� ［巻六　偈賛之二］　　

　粥鯨纔吼下層巒　相送到門暁未分　欲語後期牽袖却　烏藤隠顕別峰雲

　不入毘盧楼閣門　這邊過了那邊奔　須臾一匝四天下　珍重自家不動尊

　走遍南方風馬牛　百城煙水替生愁　緩行徐歩自家底　一踢々飜慈氏楼

　万水千山甞苦艱　孤筇出没白雲端　嶮崖撒手一跳着　羞殺従前行路難

1-2　無学祖元の偈
詩文における「孤筇」の用例は、虎関以前にも見られる。

中国・南宋の禅僧、無学祖元（1226-1286）の法語や詩文をまとめた『仏光国師語録』には、

1275年（南宋・徳祐1年）、温州（浙江省）能仁寺で元軍の侵入を受けた際、無学が七言絶句の偈

1首を誦して、兵を退散させたとある。

⑧　乾坤無地孤筇、且喜入空法亦空、珍重大元三尺剣、電光影裏斬春風13

無学は、明州（浙江省）慶元府の人。1279年（弘安2年）北条時宗に招かれて来日し、建長寺

第5世を経て、鎌倉・円覚寺の開山となった。「孤筇」を詠み込んだ首句は、「私にとっては天地は

この1本の杖を立てるだけの余地さえない」という天涯無一物の立場を詠う14。

無学のこの偈は、1281年（弘安４年）蒙古襲来に際して執権北条時宗を教導した事蹟とともに、

「臨剣頌」あるいは「臨刃偈」と称されて人口に膾炙した15。鎌倉時代末から南北朝時代の臨済僧、

雪村友梅（1290-1347）は、入元中の1313年（元・皇慶2年）、間諜と見做されて投獄され、種々

の拷問の後に斬罪に処せられようとした時、無学の偈を朗誦して死を免れたという。その詩文集『岷

峨集』には、無学の偈の各句をそれぞれ首句とした4首が収められている16。無学の偈と逸話は、

自身の苦境に重ね合わせ、さらに新たな詩作につながるほどに、虎関とほぼ同時代に活動した雪村

にも共感を持って息づいていたことがわかる。

虎関は無学滅後間もない頃に、鎌倉円覚寺で無学に随従していた桃渓徳悟に参じており、無学の

�
11 前掲註3、120頁。
12 前掲註3、157頁。
13 京都大学貴重資料デジタルアーカイブ「（再刊）仏光国師語録　10巻」巻第９（1726年［享保11年］、京都大学附属
図書館蔵［谷村文庫］）https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00009512?page=439（2026年2月28日最終閲覧）
14 『新日本古典文学大系　48　五山文学集』入矢義高校注、岩波書店、1990年、257頁。
15 山藤夏郎「無学祖元における観音信仰」『日本研究』15号、2002年3月、17-35頁。
16 前掲註14。
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行状を詳しく耳にする機会があったと考えられている17。「孤筇」に自身の境涯や心境を重ね合わ

せることは、無学の偈に通じる用法とも言えよう。

1-3　題画詩にみる「筇」の用例
絵画から受けた感興を詩文として着賛する詩画軸は、画と詩、イメージと言葉とが呼応する様相

を具体的に伝えてくれる。杖をもつ人物を描く画に、「筇」を詠み込んだ題詩が賦された作例から、

詩と画に共有される「筇」のイメージを見ていきたい。

伝無関普門筆《須菩提図》（個人蔵18）は、鎌倉時代の入宋僧で東福寺第3世となった無関普門（1212

～1292）の筆と伝承するもののその証左はなく、「罔両画」と呼ばれた淡墨表現から南宋時代（13

世紀）の作とされる19。南宋末期の禅僧、簡翁居敬（生没年不詳）による題詩に、「痩筇」の語が

用いられている。

⑨　�寒骨稜層倚痩筇／更無一法可形容／粉々花雨動天地／只為当年得解空／真如　居敬 賛

須菩提は釈迦の十大弟子の一人。本作には、須菩提とされる老僧が杖に寄りかかって立つ姿が描

かれている。老僧は裙を着して沓を履き、肩を覆って膝あたりまで垂れる長い衣をまとっている。

衣は風を受けて僧の前方になびき、背後から風を受けているようだ。老僧は右手に杖を握る。杖は、

上端の杖頭部分の4箇所ほどに短い間隔の屈曲があり、下端の石突きに向かって細くなる。杖を表

わす墨線には肥痩と濃淡があり、杖の太さの変化や節のある様子を表わしているようだ。老僧は肘

を屈し、杖を握る手を右肩にあて、身体の前方の地面に石突きをついて、全身を支えている。

老僧が身体を委ねるこの一本の細い杖を、賛文は「痩筇」すなわち「痩せ細った竹の杖」と詠っ

た。板倉聖哲は、本作の賛について、漢訳『増一阿含経』巻六にある、須菩提が病の折、帝釈天の

使いである波遮旬との間で応酬した偈を念頭とし、重い病を得た須菩提が身体をまっすぐに起こし

た姿を描いたものと指摘する20。「痩筇」の語には、病の老僧と、彼がただひとつ携えた杖に共通

する枯痩なイメージが込められていよう。

《高士探梅図》（個人蔵、重要文化財21）は、画の筆者は不詳ながら、画面上部に厳中周噩（生没

年不詳）、仲方円伊（1354-1413）、謙巌原冲（生没年不詳）、太白真玄（生没年不詳）、惟肖得巌（生

�
17 前掲註15。
18 須菩提図　1幅　伝無関普門筆／簡翁居敬賛　南宋時代　13世紀　紙本墨画　79.8×31.3cm。『特別展　宋元仏画―
蒼海を越えたほとけたち』京都国立博物館・毎日新聞社編集、毎日新聞社・京都新聞発行、2025年9月、301頁、作品
番号76森橋なつみ作品解説。
19 板倉聖哲「南宋・簡翁居敬賛・伝門無関筆 須菩提図」『國華』1454号、國華社、2016年12月、37-40頁。
20 前掲註19。
21 高士探梅図　1幅　作者不詳／厳中周噩・仲方円伊・謙巌原冲・太白真玄・惟肖得巌・玉畹梵芳着賛　室町時代　
1413年以前　紙本墨画淡彩　88.0×28.0cm　個人蔵　重要文化財。『禅林画賛　中世水墨画を読む』島田修二郎・入矢
義高監修、毎日新聞社発行、1987年、177-179頁、作品番号65渡辺明義解説。
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没年不詳）、玉畹梵芳（生没年不詳）の室町時代の五山僧6名の題詩がある。仲方の没年から、

1413年以前の作例とされる。画には、高士が杖を手にして野にたたずみ、その傍らで侍童が梅の

一枝を手折る様子が描かれている。6首の題詩のうち厳中と玉畹の2首に、高士が携える杖が詠み

込まれている。

⑩　（上段右、厳中周噩賛） 

　�愛梅心癖出幽扉曳杖湖邊至落／暉遶宅千株看未足課童折得数／枝帰　天府周噩22

⑪　（下段左、玉畹梵芳賛） 

　�短筇烏帽歩遅々隨後／折来梅一枝絳雪受風／飄數片幽禽偸眼蝶無知／散人梵芳23

画中の高士は上方を仰ぐように顔を上げる。画面左方に斜面が描かれ、梅を探して山中を歩いて

きたのだろう。斜面が下がったあたりに梅が咲いていたのか、侍童がその枝を手折っている。高士

は探し当てた梅を侍童に任せ、景色を遠望している。右手に杖を持ち、杖頭を身体の前方に傾け、

石突きを後方にひく。杖は墨線で描かれるのみだが、杖頭が屈曲し、石突きにむかって細くなる形

状が見て取れる。厳中の⑩「曳杖」は画中の杖を曳いてたたずむ高士の姿に、玉畹の⑪「短筇」は

高士の背丈に対して短めにも見える杖の形状に、想を得て詠ったものと解されよう。

これら詩画賛の作例は、杖を携えて歩く人物を描く絵画と、それに着想して詠われる詩文とが呼

応し、その間に共有されるイメージがあることを物語る。《須菩提図》の日本への伝来時期は不明

だが、板倉は、こうした作例が同時代を中心に禅僧らによってもたらされたと指摘する24。《高士

探梅図》は虎関より一世代後の五山僧の間で鑑賞されている。『濟北集』の周辺で、「筇」という語

が有していたイメージの一相をうかがわせるものと言えよう。

1-4　「孤筇」のイメージ
『濟北集』における「筇」や「竹杖」の用例（①〜⑦）、無学祖元の逸話（⑧）、詩画軸における「筇」

の用例（⑨⑩）から、『濟北集』がイメージする「孤筇」の姿を考えてみたい。

『濟北集』における用例では、散策や行旅に携える道具として「筇」あるいは「竹杖」が用いら

れる。入矢義高は、②「遊筇」を「散策に携える杖」と解釈している25。一方、③⑤⑥⑦「孤筇」

には、市木が解釈したように26、独り杖を手に歩くさまが詠われている。①「春筇」は、春を迎え

て杖を手に歩くさまと解されようか。「筇」の語の前にそれが使用される状況や情景を表す語を置

�
22 前掲註21、177頁。
23 前掲註21、178頁。
24 前掲註19。
25 前掲註14、238頁。
26 前掲註5。
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いて「筇」を形容するのは、杖の形状性質を表わす語を置いた⑨「痩筇」、⑪「短筇」にも共通し、

歩行の携行具としての竹の杖という「筇」の本来的な意味に、杖を持って歩く人の心境や境涯、周

囲の情景が重ね合わされた用例と言えよう。

また、①⑥で、杖が、それを携える人物の「影」とともに詠われることにも注目したい。①「常

恨春筇唯伴影」は、春の野を行く杖がただ持ち主の影だけを伴っていると詠い、⑥「翩々隻影伴孤

筇」は、ひらひらと揺れるように動くひとつの影がただ1本の杖を伴っていると詠う。杖の持ち主

の存在は「影」として示され、「影」を伴い「影」に伴われる杖が、その持ち主の境涯を暗示して

いると言えよう。そして、「伴」という表現には、杖とそれを携行する人の身体とが、物質として

は本来別のものであるが、「影」として見た時には一体のものと見える様子も想起される。歩む人

とともにありその身体と一体となった杖は、杖の持ち主その人と同体と感じられているのかもしれ

ない。

杖とそれを持つ人を一体とみる様子は、「孤筇」に自身の天涯無一物の立場を詠んだ無学の偈⑧

において、杖の持ち主の境涯が詠み込まれることとも通じよう。『濟北集』および無学の偈に詠ま

れた「孤筇」からは、杖が歩行を助ける道具というだけでなく、持ち主の行為の意味を物語り、心

境を表わし、周囲の情景を想起させ、引いては持ち主自身を表象する装置でもあったことがうかが

える。

一方、④「竹杖」は、それに続く「芒鞋」とともに、竹の杖と芒で編んだ草鞋という簡素な旅装

を具体的に想起させる。杖と鞋がそれらの素材である竹と芒と結びつくことで、より明らかに、旅

の道具の形姿を伝えている。続く承句では野原や村々を経て歩んできたこと、転句には「磨針嶺」

から湖を望む様子が、結句では碧玉の盆に水をたたえたような湖水の美しさが詠われ27、行旅の光

景が具体的に詠われた一首と言えよう。④「竹杖」は、旅の歩みを助ける道具として、それが使用

される光景とともに具体的にイメージされており、「筇」の用例の、持ち主を表象する機能とは相

違があるように思われる。

以上の用例から、『濟北集』における「孤筇」とは、単なる1本の竹の杖ではなく、ただ1本の杖

のみを携えて独り歩む行為そのものを表していると考えられよう。「孤筇」には、それを持つ人物や、

独り歩くという行為、それらを取り巻く風景といった多様なイメージが、複合的に重ね合わされて

いると言える。⑨⑩⑪の用例に端的に示されるように、詩画一致の思想が根づく東アジア美術にお

いて、杖を意味する語が内包するこうしたイメージは、絵画作品に描かれた杖を携える人物の姿に

も共有されるものではなかったか。

�
27 「磨針嶺」を特定の地名としてみると、近江国坂田郡の中山道の峠、磨針峠（摺針峠、現在の滋賀県彦根市）が想起さ
れる。磨針峠は琵琶湖の眺望が良いことで知られた。
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2　杖を携える人物のイメージ

2-1　杖を携える人物の図像
杖を携える人物の姿を絵画作品に求める時、

身延山久遠寺に伝わる《夏景山水図》、南禅寺

金地院に伝来する《秋景冬景山水図》のうちの

冬景幅が想起される。現在所在不明の春景幅と

あわせ、かつて四季山水図として4幅対をなし

ていた。《夏景山水図》1幅は南宋時代の画家、

胡直夫の、《秋景冬景山水図》2幅は北宋第8代

皇帝、徽宗（在位1100-1126）の筆と伝称さ

れるが、様式から南宋時代12世紀の制作と考

えられている。《夏景山水図》《秋景冬景山水図》

の鑑蔵印から、南宋以降も一定期間中国に伝来

していたと考えられ、日本に入ってからは室町

幕府3代将軍足利義満（1358-1408）の愛蔵となる。いつの頃からか春景幅が失われ、《夏景山水図》

が分かれて伝来するようになり、《秋景冬景山水図》は、大内家、妙智院を経て金地院の所蔵となり、

《夏景山水図》は江戸時代に久遠寺に寄進された28。

《夏景山水図》（山梨・身延山久遠寺蔵、図129）では、雨を帯びた風が吹き抜ける中、溪谷を渡る

橋の上に、杖を持った高士が立つ。高士の衣服は風に煽られ、右手に持った杖を立てて身体を支え

る様子は、風の強さを物語っている。杖は墨線で描かれ、上端に屈曲があり下端にむかって細くな

る形状が見て取れる。《秋景冬景山水図》のうち冬景幅（京都・金地院蔵、図230）では、雪の積もる

溪谷の道で、高士が後方を振り返り、樹上の2匹の猿の声を聞く。高士が右手で曳く杖は、墨線で

描かれ、直杖に近い形態だが、上端が細かに屈曲し、下端に向かって細くなる。

本作が『濟北集』の時代に日本に伝来していたかは不明であり、虎関の散歩イメージに直接結び

つくものではない。しかし、胡直夫や徽宗を伝称作家とし南宋画院の山水人物図の最優品に数えら

れる本作に杖を携えて歩む人物が描かれること、中国から将来された山水人物図やそれらに影響を

受けて展開した日本の山水人物図にも杖を持って歩く人物が描かれていることは、日本の中世を通

して、杖を携えて山河を歩く人物のイメージが広く共有されていたことを物語ろう。

高士と杖のイメージは、近世から近代へも受け継がれる。浦上玉堂（1745-1820）筆《幽渓散

�
28 板倉聖哲「図版七・八 南宋・伝徽宗筆 秋景冬景山水図」『國華』1536号、國華社、2023年10月、54-57頁。『特別
展　宋元仏画―蒼海を越えたほとけたち』京都国立博物館・毎日新聞社編集、毎日新聞社・京都新聞発行、2025年9月、
276-277頁、作品番号3森橋なつみ解説。
29 夏景山水図　1幅　伝徽宗筆　南宋時代　12世紀　絹本著色　118.5×52.7cm　山梨・身延山久遠寺蔵　国宝
30 秋景冬景山水図（冬景幅）　1幅　伝徽宗筆　南宋時代　12世紀　絹本著色　128.2×55.2cm　京都・金地院蔵　国宝

図2　�秋景冬景山水図のうち
冬景幅　

南宋時代　京都・金地院蔵

図1　夏景山水図
南宋時代　
山梨・身延山久遠寺蔵
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歩図》（岡山県立美術館蔵、図331）には、

溪谷にかかる橋を杖を携えて渡る人物が

描かれる。人物が歩いて行く先には山間

の寺院の屋根や塔が見え、その向こうに

は山が高くそびえる。山頂近くに玉堂自

身が「幽渓散歩」と画題を記し、山河を

歩く「散歩」と杖とが結びついたイメー

ジを玉堂も有していたことがわかる。久

保田米僊（1852-1906）筆《霓雲林散

策図》（株式会社星野画廊蔵、図432）に

は、南宋から元時代の趙孟頫（1254-

1322）の詩文を引き、枝を渡る風の音

に心を引かれて松の枯木を振り仰ぐ高士

が描かれる。自然の中で出会う音に足を

止める高士の姿は、《秋景冬景山水図》

冬景幅にも通じるイメージである。《幽渓散歩図》や《霓雲林散策図》の杖は、墨線で簡略に描かれ、

棒のような形状だが、先行する作品に通ずる杖のイメージを引き継ぐものだろう。

2-2　僧具としての杖
『濟北集』の「筇」の用例とは別に、虎関は、僧具としての杖に日々接していたであろう。遺品

や絵画作品から虎関が身近にイメージした杖について抑えておきたい。

僧侶が歩行に際して携行する杖には、錫杖と拄杖がある33。

錫杖は、5世紀に鳩摩羅什による漢訳が成った『梵網経』で僧侶が携帯する道具に数えられ、山

野を歩く際に携帯する道具である。日本では奈良時代以来の遺品がある。銅や鉄の鋳造による作例

が多く、長い杖の上端に杖頭と呼ばれる頭をつけ、地につく下端には石突きを作る。杖頭は円形や

逆ハート型の二股六輪に作り、杖の先端や二股の中心に宝珠や五輪塔などを飾る作例が多い（図

534）。山野を行く際には二股に通した環が揺れて鳴り、毒蛇害虫を遠ざける。

拄杖は、禅僧が用いる杖で、錫杖に代わるものとされる。歩行を助けるための長い杖として、『十

誦律』には、老人と病人が持つことを仏が許されたとある。禅僧が行脚の際に用い、のちに威厳を

図4　霓雲林散策図　久保田米僊筆
1883年（明治16年）
株式会社星野画廊蔵

図3　幽渓散歩図　浦上玉堂筆
江戸時代　岡山県立美術館蔵

�
31 幽渓散歩図　1幅　浦上玉堂筆　江戸時代　19世紀　紙本墨画　103.2×17.8cm　岡山県立美術館蔵。前掲註1展覧会
図録、118頁、作品番号15小井川理解説。
32 霓雲林散策図　1幅　久保田米僊筆　1883年（明治16年）　絹本墨画淡彩　133.7×51.4cm　株式会社星野画廊蔵。
前掲註1展覧会図録、118頁、作品番号17山田由希代・小井川理解説。
33 以下、錫杖と拄杖について以下の文献に拠った。蔵田蔵『日本の美術　第16号　仏具』至文堂、1967年。矢野憲一『も
のと人間の文化史　88・杖』法政大学出版局、1998年。
34 鉄錫杖（伝勝道上人所用）　1本　奈良～平安時代　鉄製　長149.2㎝　栃木・日光山輪王寺蔵　重要文化財
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正す持ち物ともなったと考えられている35。形状に2種類あり、北宋時代に成立した『禅苑清規』

によれば、枝のあるものを触頭杖、枝のないものを浄頭杖と区別する（図636）。

《朱黒漆塗拄杖》（京都・栗棘庵蔵、図737）は、箱書きに、栗棘庵の開山で、1266年（文永3年）

から1279年（弘安2年）に入宋した白雲慧暁（1223－1297）が、彼地の師である希叟紹曇所用の

杖を将来したものとある。触頭杖の形式は一般に、まっすぐな広葉樹の

丸材の両端を細くし、下方に蔓植物をS字状に巻き付け、表面には規則

的な突起を彫り出して、両端に朱漆を、残りの部分は黒漆を塗るとされ

る38。本品では杖の下方で枝分かれしたS字状の蔓の多くを欠失してい

るが、木材を彫って成形し漆塗りの仕上げを施した本体に、枝分かれし

た部分を別材で取り付ける素材や製法の詳細を見ることができる。

拄杖は禅僧の肖像画にも描かれる。《円爾像》（京都・東福寺蔵、図

939）は、東福寺の開祖、円爾（1202-1280）が弟子である正堂俊顕の

ために作らせた自賛像である。円爾の坐す椅子の右側には拄杖が立てか

けられている。全体の突起や、下方に巻き付くS字状の蔓、先端を赤く

残りを黒く塗る形式を見ることができる。本作のように拄杖が描き込ま

れる図様は、頂相の一定型として後世まで受け継がれ、作例も多い。

遺品や絵画作品の描写からうかがえるように、拄杖は、禅僧として日々

修行に励む虎関にとって身近なものであったろう。『濟北集』には「拄杖」

と題する偈も収録される。

図6　拄杖（上：触頭、下：浄頭）　桃山時代　奈良国立博物館

左：図5　鉄錫杖　奈良～平安時代　栃木・日光山輪王寺蔵
右：図7　朱漆塗拄杖　13世紀　京都・栗棘庵蔵

�
35 前掲註33、矢野憲一『ものと人間の文化史　88・杖』、80頁。
36 拄杖　2本　桃山時代　17世紀　木製　上：長212.5㎝　下：長233.0㎝　奈良国立博物館蔵
37 朱黒漆塗拄杖（伝希叟紹曇所用）　1本　南宋時代または鎌倉時代　13世紀　木製漆塗　長213.2cm　京都・栗棘庵藏
38 『特別展　東福寺』東福寺・東京国立博物館・京都国立博物館・読売新聞社編集、読売新聞社・NHK・NHKプロモー
ション発行、2023年3月、313頁、作品番号59永島明子解説。
39 円爾像　1幅　自賛　鎌倉時代　1280年（弘安3年）　絹本著色　92.5×40.6cm　京都・東福寺蔵　重要文化財。『特
別展　東福寺』東福寺・東京国立博物館・京都国立博物館・読売新聞社編集、読売新聞社・NHK・NHKプロモーショ
ン発行、2023年3月、296頁、作品番号2森道彦解説。
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　拄杖40　　［巻六　偈賛之二］

氷霜歴盡老工夫　南嶽天台在半途

験取手頭者些子　一抛々散両菸莬

「拄杖」は、「燈」や「蚊蟵」と前後

して収録され、日常な道具を題として

詠まれた偈である。これらの偈は僧の

手元にある道具が厳しい修行を経て到

達した悟りの境地を示すことを詠って

おり、「拄杖」の偈からも、頂相の傍

らに描かれた拄杖に像主の修禅の日々

がイメージされていることがわかる。

遺品や絵画作品からは、金属製の錫

杖や、《朱漆塗拄杖》のように材の加

工や表面仕上げが施される拄杖が僧具

として使用され、像主の修行や大悟の

境地を物語る道具としても機能してい

ることが知られる。一方、竹の杖を携

行する僧侶の姿もまた、羅漢図などの

作例に多く見出すことができる。先に「筇」が竹製の杖の意を持つことを述べたが、竹の杖もまた

僧侶の道具として広くイメージされていた様相がうかがえる。

明兆筆《大道一以像》（奈良国立博物館、図941）では、樹下の岩の上に坐す大道一以（1292-1370）

が右手に杖を持ち、膝の上に置く。杖は、短い墨線を引き継ぐように表現され、節のある竹稈を表

わしていると考えられる。左腕の上にのせた一方の先端は節幅が短く屈曲し、右手側の先端にむかっ

て節幅は広く、竹稈は細くなっていく。根茎近くの屈曲した部分から、地上に出てまっすぐに伸び

た部分を材とした、竹の杖を描いたものだろう。大道は東福寺や南禅寺の住持を歴任しており、本

作は、東福寺の画僧として名高い吉山明兆（1352-1431）が師の大道を描いたもので、賛は明兆

が師と仰いだ、性海霊見（1315-1396）による。性海は、南禅寺住持であった虎関に師事しており、

本作は、虎関に連なる時代や環境の中で描かれた、禅僧が持つ竹の杖のイメージを伝える作例と言

えよう。

�
40 前掲註3、144頁。
41 大道一以像　1幅　明兆筆／性海霊見賛　室町時代　1394年（明徳5年）　紙本墨画淡彩　47.0×16.2㎝　奈良国立博
物館蔵　重要文化財。『特別展　宋元仏画―蒼海を越えたほとけたち』京都国立博物館・毎日新聞社編集、毎日新聞社・
京都新聞発行、2025年9月、328頁、作品番号158森道彦解説。

図9　大道一以像　明兆筆
1394年（明徳5年）　
奈良国立博物館蔵

図8　円爾像　
1280年（弘安3年）　
京都・東福寺蔵

user
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2-3　経行像の杖
禅宗の肖像画のうちには、静かに瞑想しながら反復歩行する「経行」

を行う姿をあらわした「経行像」という一群がある。経行は、禅宗に

おいては、坐禅中に生じる眠気を覚ますためや足の疲れをとるために

行われる。虎関もまた、修行の一環として経行を行うこともあっただ

ろう。

経行像の作例は多くはなく、現在、《蘭渓道隆経行像》（神奈川・建

長寺蔵）、《復庵宗己経行像》（茨城・法雲寺蔵）、《以亨得謙経行像》（佐

賀・萬歳寺蔵）、南北朝時代の原本に拠る模本《秀山元中経行像》（熊

本・正観寺蔵）の4点が知られる。このうち《蘭渓道隆経行像》、《復

庵宗己経行像》、《以亨得謙経行像》は、松や瀑布を表わす山水の中を

歩く姿に表わされる。井手誠之輔は、松下を歩く祖師の姿には、人智

が構築した制度からの離脱と自由を求め、没我の境界を究めて、山水

の自然の働きと身体とが一体となることを目指す禅の実践と、老荘的

隠遁や文人文化への志向とが結びついて反映されていることを指摘す

る42。 

経行像の作例のうち、《以亨得謙経行像》、《秀山元中経行像》では、

像主が杖を携えている。

以亨得謙（生没年不詳）は、入元して30年を中国江南で過ごし、

1365年（貞治4年）に帰国した。《以亨得謙経行像》（図1043）では、

直綴に掛路を着し松下を歩く以亨が、右手にまっすぐな杖を携えてい

る。杖は以亨の肩ほどまでの長さで、石突きにむかって細くなり、と

ころどころに節があるようにも見える。杖頭と石突きには、金色を呈

する別材を取り付けている。

秀山元中（生年不詳-1345）は、京都・南禅寺の約翁徳検（1245-

1320）の法嗣で、入元して古林清茂（1262-1329）に参じた。帰国

後は、博多・円覚寺、鎌倉・瑞泉寺、豊後・長興寺、博多・聖福寺の

住持を務めた。《秀山元中経行像》（図1144）では、以亨像と同じく直

綴に掛路を着した秀山が、右手で杖を持ち、歩を進める。杖は、秀山

図10　以亨得謙経行像　
1402年（建文4年）
佐賀・萬歳寺蔵

図11　秀山元中経行像模本
桃山時代　熊本・正観寺蔵

�
42 井手誠之輔「コラム　松下を経行する」展覧会図録『扇影衣香―鎌倉と宋元・高麗の仏教絵画の交響―』鎌倉国宝館編集・
発行、2025年11月、53-57頁。
43 以亨得謙経行像　1幅　定巌浄戒賛　室町時代　1402年（建文4年）　絹本墨画淡彩　83.8×39.7cm 佐賀・萬歳寺蔵　
重要文化財。井手誠之輔「萬蔵寺の以亨得謙像」『佛教藝術』166号、毎日新聞社、1986年5月、50-64頁。
44 秀山元中経行像　1幅　楚石梵琦賛写　桃山時代　16世紀　紙本著色　102.2×45.4cm　熊本・正観寺蔵　熊本県指
定文化財。『栄西禅師八百年大遠諱記念特別展　日本最初の禅寺　博多・聖福寺』福岡市博物館編集、日本最初の禅寺 
博多・聖福寺展実行委員会発行、2013年4月、192頁、作品番号22井手誠之輔解説。
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の肩を超える長さで、上端が屈曲して石突きに向かって細くなる形状をみせる。ところどころに節

があるようにも見受けられる。

2つの経行像に描かれた杖は、経行という修行に際して携行する僧具として描かれていよう。《以

亨得謙経行像》ではまっすぐな形状に杖頭石突きに別材を用いるが、《秀山元中経行像》では屈曲

した節のある素材が用いられており、禅僧の身辺で用いられる拄杖が絵画化される時にも、形態、

素材の異なる複数のイメージがあったことがうかがえる。

松下の僧が杖を持つイメージに注目すれば、先に挙げた《大道一以像》（図9）において、大道

の坐す岩の後方に立つのは、屈曲した枝に蔓植物を絡ませた松の枯木である。松石の間に坐禅する

僧を描く事例が宋元時代の中国江南で広く行われていたことは、井手によって指摘されており45、《大

道一以像》もその流れの中に位置する作例と考えられる。加えて本作において大道が竹の杖を持つ

ことは、《秀山元経行像》（図11）や、この後に挙げる竹の杖を携えた文人を描く作例とのイメー

ジの共有を思わせるものである。

2-4　文人の携える杖
《白楽天図》（京都・鹿苑寺蔵、重要文化財、図1246）には、唐の詩人、白居易（772-846）が竹

杖を曳いて吟行する姿が描かれている。白居易は若くして進士となり刑部尚書という高位に就いた

が、左遷され、草庵を結んで隠棲した。『長

恨歌』『新楽府』『琵琶行』が代表作として知

られ、『白氏文集』は平安・鎌倉時代の文学

に大きな影響を与えた。

本作には無学祖元の1279年（弘安2年）の

着賛があり、禅林で受容されたことがわかる。

若人兮幅巾遨遊眉目／如画兮香山欲秋

考金／鐘於清廟吹玉蕭於／法樓綴貞観

之雅頌截／天孫之雲裘跨黄鵠於／冥漠

挟飛龍於雙輈斉／一物於万化剖籓籬於

／九疇挙百世之上百世之下／其孰與儔

唯靖節東／坡兮不貽公之羞／右楽天画

像弘／安七年六月十六／無学翁書賛於

得月樓47

�
45 前掲註42。
46 白楽天図　1幅　無学祖元賛　鎌倉時代　1284年（弘安2年）　絹本著色　94.5×43.6cm　京都・鹿苑寺蔵、重要文
化財。『聖と隠者―山水に心を澄ます人々―』奈良国立博物館編集・発行、1999年4月、210頁、作品番号87梶谷亮治解説。
47 前掲註46。

図13　蘇東坡小像　
1301年（大徳5年）　
台北・國立故宮博物院蔵

図12　白楽天図
1284年（弘安2年）　
京都・鹿苑寺蔵
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白居易は右手に杖を持ち、杖頭を身体の前方に傾け、石突きを後方に曳く。杖には節があり細い

竹を材として用いていることがわかる。杖頭は節に応じてゆったりと屈曲し、白居易が握る部分よ

り下はまっすぐに伸びて石突きに至る。杖頭と石突きには、杖身とは色みの異なる部分があり、加

工の違いを表現しているとも考えられる。

北宋の蘇軾（1037-1101）の「赤壁賦」を趙孟頫（1254-1322）が書写した《元趙孟頫行書赤

壁二賦　冊》（台北・國立故宮博物院藏）の冒頭には、《蘇東坡小像》が配されている（図1348）。

白描で表わされた蘇軾は、右手に杖を持ち、左足を一歩前に踏み出す。杖は節のある竹の杖で、杖

頭は節幅が短く屈曲し、その下は節幅が長くまっすぐで、石突きにむかって徐々に細くなる。右胸

の前でしっかりと杖を握り、石突きを身体の前方に向けた蘇軾の姿勢には、力強さが感じられる。

《陶淵明賞菊図》（梅沢記念館蔵、図1449）は、高士が菊花の中を歩く姿を描く。南北朝時代から

室町時代の臨済僧で、詩文に優れた惟肖得巌（1360-1437）の1425年（応永32年）の題詩から、

菊を愛し「採菊東籬下 　悠然見南山」（「飲酒」其五）の一句が知られる東晋の田園詩人、陶潜

（365-427）の姿を描いたものとわかる。

義節前賢異論無風流蕭散儘堪圖離々黄菊託／高趣奴視草間劉寄奴／乙巳

孟冬　蕉雪老衲　巌50

菊の合間に材を組んだ柵のような描写があり、丹精の庭を歩いているのだ

ろう。高士の右前方は崖になっているようで、高低差のある土地であるよう

だ。高士が左手に携えた杖は、杖頭が屈曲し、杖身から石突きはまっすぐで

次第に細くなっている。墨の濃淡が表わす節のような描写から竹の杖であろ

う。杖頭を前方に傾け、石突きを後方に曳く高士の姿は、ゆったりとしたそ

ぞろ歩きを思わせる。

衣若芬は、《白楽天図》（図12）は杖をつく人物図の中では時代的に早い

時期に位置し、趙孟頫《蘇東坡小像》（図13）ほか竹杖を手にする人物図は、

その人物に隠者や高士の醸し出す在野の雰囲気を備えさせ、世俗に拘らず塵

俗の外に出るイメージを表現していると指摘する51。

経行像を論じた井手は、陶潜の賞菊の逸話に基づく逍遙像をはじめとして、

白居易ら唐代の詩人や、蘇軾に代表される士大夫の姿が、作詩の模範として、

�
48 元趙孟頫行書赤壁二賦 冊　1冊　趙孟頫筆　元時代　1301年（大徳5年）　紙本墨画　（蘇東坡小像）27.2×10.8cm　
台北・國立故宮博物院。故宮典藏資料檢索《元趙孟頫行書赤壁二賦　 冊》https://digitalarchive.npm.gov.tw/
Collection/Detail/425?dep=P（2026年2月18日最終閲覧）。
49 陶淵明賞菊図　1幅　作者不詳／惟肖得巌着賛　室町時代　1425年（応永32年）　紙本墨画淡彩　93.7×24.4cm　梅
沢記念館蔵
50 前掲註21『禅林画賛 中世水墨画を読む』、156-158頁、作品番号54太田孝彦解説。
51 衣若芬原著・森岡ゆかり訳「無学祖元賛『白楽天像』の文図学的研究」『白居易研究年報』17号、2016年12月、96-125頁。

図14　陶淵明賞菊図
1425年（応永32年）
梅沢記念館蔵
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また心の修養と俗世からの隠逸を求めて参禅する理想像として禅林周辺で描かれ、着賛の対象とも

なって、禅僧の経行像成立の背景にあることを指摘する52。

李溪は、中国における「杖」が、陶潜、白居易、蘇軾という3人の詩人や中国禅宗の祖師雲門文

偃（864-949）と臨済義玄（生年不詳-866）を経て、それ以前の権力や威信の象徴としての存在

を脱し、それを携える人の実存そのものに直結する本質を確立したと論じる53。「杖」は、詩人や

禅僧にとって単なる道具ではなく、身体的体験や芸術的表現を指し示す実在となったという。陶淵

明は自らの老いた身体を支える「用」として杖をとらえ、白居易は左遷の日々と漂泊の時間を共有

した朱藤杖を「知己」ととらえた。中唐以降の禅門においては、杖が本来道具として有していた、

攻撃と防御、そして、指し示すという機能が、「杖で打つ」という行為や「杖で指し示す」問答に

用いられ、師が弟子を接化する方法に深く関わったと指摘する。北宋の蘇軾は、前代を経て、杖を

自我の伴侶として、それを携えた自身の歩みを世俗の煩愁や労苦から離れた軽やかな足取りとして

詠う。李は《蘇東坡小像》（図13）を挙げ54、3人の詩人が杖を携えて歩く姿は描き継がれ、文人画

における文人の形象の古典となり、そこでは、文人の持つ杖は文人としての存在そのものを表現す

る方法の一つとなったと述べる。

また、李は、白居易の朱藤杖や蘇軾の邛竹杖に見るように、杖の呼称が、たとえば「鳩杖」のよ

うな杖に施された装飾に由来するものから、材質に基づくものへと変化したことを指摘し、自然物

を用いた特別な「作製」を要しない素材となることによって、「杖」は、詩人や文人、禅僧「自身」

として世界を表現するものとなったと論じる。その点で、虎関が、特に「筇」という語を用いて、

竹を素材とした杖を詠っていることは興味深い。たとえば本稿で挙げた絵画作品の中でも、禅僧や

文人の携える竹杖は、節を残し、1本の杖の中に屈曲した部分とまっすぐに伸びた部分がある形状

で描かれる。その形姿は、竹の自然な出生を「そのまま」に用いていることを表わし、世俗の虚飾

から離れた境地を示しているとも考えられよう。

なお、李は、蘇軾が「竹杖芒鞋」を題材にした詩を多く残したことを指摘している。李の指摘に

拠れば、先述の『濟北集』④「竹杖」の用例は、蘇軾のイメージを下敷きにしていることも考えら

れよう。④の1首が峠道からの湖の眺望を詠うことも、蘇軾が杭州の知事を務め西湖を愛したこと

をも連想させる。

以上、李の論をふまえれば、中国唐宋時代を経て、杖は権力や威信の象徴から、それを携える人

とともにあってその境涯を表わすものとしてのあり方を獲得した。杖が単なる道具ではなく杖を携

えるその人を表象することは、『濟北集』において、「筇」がそれを持つ人と一体となったイメージ

を有していたこととも通じよう。日中の文献に通じ、五山文学を牽引した虎関は、陶淵明、白居易、

蘇軾の詩文を熟知していたであろうし、竹の杖を携えて歩く文人のイメージを共有していたであろ

�
52 前掲註42。
53 李溪「作為存在之物的『文人之杖』」『現象學與人文科學』第9期、國立中山大學現象學與人文科學研究中心、2020年、
1-52頁。
54 前掲註53。
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う。『濟北集』巻二「春遊」の「孤筇」には、禅宗の経行像と、杖を携

えて歩く中国文人のイメージが下敷きとしてあり、春の野を歩む虎関そ

の人のありようが重ねられている。ただ独り、杖を伴ってそぞろ歩く中

で体験する自身の身体性や感興、そしてそれらと向き合うことが、『濟

北集』における「散歩」のイメージであったと言えるのではないだろう

か。

2-5　松尾芭蕉経行像	
与謝蕪村筆《松尾芭蕉経行像》（逸翁美術館蔵、図1555）は、与謝蕪

村（1716-1784）が敬愛する俳聖・松尾芭蕉（1644-1694）を描いた

1幅である。芭蕉は笠や荷物を身につけた旅装ではなく、頭巾を被り、

竹杖のみを携えた、僧侶の姿に描かれる。両手を衣中にし、右足を静か

に踏み出した立ち姿は、先に挙げた禅宗の経行像に通じる。左腕の内側

に挟み込んだ長い杖には節があり、竹の杖と思われる。石突きに向かっ

て細くなる形状も、禅僧や文人が携える竹の杖の描写と共通する。

芭蕉は、仏頂河南（1643-1715）に参禅したことが知られる。仏頂は、

茨城県鹿島の根本寺の第21世住職で、末寺である江戸深川の臨川庵に

もたびたび滞在していた。作品は細やかな面貌描写で像主芭蕉の人とな

りを表現し、蕪村の先達への敬慕を感じさせる。俳人芭蕉の事績を思え

ば、本作は、修行を通して超俗の境地を目指す経行像としての図像に、芭蕉の文人としてのイメー

ジが重ねられた作品と言えよう。画面上部には芭蕉の座右の銘であったとされる一句が記され、像

主の心境が賛文に詠み込まれる。

　�人の短をいふことなかれ／己か長をとくことなかれ／もの云へは唇寒し秋の風

詩画一致の思想が画と賛文をつなぎ、ただひとつの持ち物である杖が像主を表象する。《松尾芭

蕉経行像》もまた、山水画や文人画の中に描き継がれた、杖を携える文人たちのイメージを引き受

けている。それは『濟北集』が詠う「孤筇」のイメージにも通じるものであろう。

�
55 松尾芭蕉経行像　1幅　与謝蕪村筆　江戸時代　18世紀　絹本淡彩　98.2×32.0cm　逸翁美術館蔵。前掲註1展覧会
図録、125頁、作品番号43小井川理解説。

図15　松尾芭蕉経行像
与謝蕪村筆
江戸時代　逸翁美術館蔵
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おわりに

日本における「散歩」の語の使用の最初期に位置する虎関師錬『濟北集』巻二「春遊」において、

「散歩」とともに詠われた「孤筇」は、独り散歩をする人とともにあり、その体験や感興を共有し、

竹製の杖という実在でもって、それを携える人を表象するものであった。それは、没我の境地を求

め自然と一体となる禅の理想と、世俗を離れた隠逸の中で自然を愛で詩作に生きる文人文化への憧

憬とを背景に、詩文と絵画とが結びついて育まれたイメージである。

そして、『濟北集』において虎関が「孤筇」に詠った散歩イメージは、現代の散歩にも底流とし

て引き継がれているように思われる。岩波文庫や岩波新書の企画をヒットさせた出版人・小林勇

（1903-1981）の随筆「ステッキ」には、散歩用、愛玩用として持ち歩いていたステッキが、リュ

ウマチを患ってからは歩行を助ける実用品、必需品になってしまったと綴られている56。小林は言う。

　�私は、足が痛くない時もステッキを離さない。それは、自戒のためであって、私にはそういう

ものが必要なのである。

また、文藝春秋社の編集者としても活躍した小説家・永井龍男（1904-1990）は「ステッキと

文士」で、「遠い戦前に姿を消してしまった」思い出として、小説家たちが銀座を散歩する時には

必ずと言っていいほどステッキを愛用していたと綴る57。ステッキには小説家それぞれに好みがあり、

こなし方に個性があり、「ステッキをたずさえない文士は一流でも一人前でも」なく、「一種超俗の

誇りを示」したものであったと語る。

小林や永井の回想からは、それが単純に歩行を助けるためというのみならず、文芸にたずさわる

人々の俗世を離れた矜持を表すものとして、ステッキが機能していたことがうかがえる。小林は、

文中でステッキと杖を区別しているが、戦前の文士たちが携えたステッキの表象としての機能は、

虎関の詩文に詠まれた「筇」や、多くの絵画作品の中で山河を歩く高士たちが携えた杖にも共通す

るものではないだろうか。高級洋品店が高価な輸入品を並べていたステッキそのものには西洋の紳

士たちのイメージが重なりつつ、それを携える人々の心性の底流には、『濟北集』以来、日本の中

近世を通して受け継がれた、文人的な価値観を背景とする散歩イメージが流れていたように思われ

る。

付記　本稿執筆にあたり、作品画像の掲載にご理解を賜りました関係各位、ご教示をいただきまし

た皆様に、厚く御礼申し上げます。なお、参考文献の引用においては敬称を略しました。ここに記

して、先学の研究成果に敬意を表します。

�
56 『日本の名随筆　別巻32　散歩』川本三郎編、作品社、1993年10月（1998年1月発行第3刷を参照）、21-22頁。
57 前掲註56、23-26頁。
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孤筇考『濟北集』巻二「春遊」の散歩イメージについてのノート　小井川 理（滋賀県立美術館 主任学芸員）

［図版出典］
作品画像は、所蔵者等から提供を受けたほか、以下の各データベースより入手、刊行物から複写掲

載した。

図２　�『特別展　宋元仏画―蒼海を越えたほとけたち』京都国立博物館・毎日新聞社編集、毎日新

聞社・京都新聞発行、2005年9月

図５　�『世界遺産登録記念　聖地日光の至宝展』NHK・NHKプロモーション編集・発行、2000年

図６　�国立文化財機構所蔵品統合検索システムColbase

　　　（https://colbase.nich.go.jp/collection_items/narahaku/741-0?locale=ja）

図７　�『特別展　東福寺』東福寺・東京国立博物館・京都国立博物館・読売新聞社編集、読売新聞社・

NHK・NHKプロモーション発行、2023年3月

図９　�国立文化財機構所蔵品統合検索システムColbase

　　　（https://colbase.nich.go.jp/collection_items/narahaku/652-0?locale=ja）

図10　�画像提供：佐賀県立博物館・佐賀県立美術館

図11　�『栄西禅師八百年大遠諱記念特別展　日本最初の禅寺　博多・聖福寺』福岡市博物館編集、

日本最初の禅寺 博多・聖福寺展実行委員会発行、2013年4月

図12　�画像提供：相国寺承天閣美術館

図13　�故宮典藏資料檢索（https://digitalarchive.npm.gov.tw/Collection/Detail/425?dep=P）

元趙孟頫行書赤壁二賦　 冊　國立故宮博物院　台北　CC BY 4.0 @ www.npm.gov.tw

図14　�『禅林画賛　中国水墨画を読む』島田修二郎・入矢義高監修、毎日新聞社発行、1987年
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（レポート）美術館が社会的処方の資源と
して活用されるための試行

𠮷川 紀子（滋賀県立美術館　主任学芸員／エデュケーター）
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（レポート）美術館が社会的処方の資源として活用されるための試行　𠮷川 紀子（滋賀県立美術館 主任学芸員／エデュケーター）

はじめに

2022年8月に開催されたICOM（国際博物館会議）プラハ大会で新しい博物館定義が採決され、

「博物館は一般に公開され、誰もが利用でき、包摂的であって、多様性と持続可能性を育む。倫

理的かつ専門性をもってコミュニケーションを図り、コミュニティの参加とともに博物館は活動し、

教育、愉しみ、省察と知識共有のための様々な経験を提供する」と定義された。博物館、美術館は、

個々の違いを尊重し、あらゆる立場の人が自分らしく利用できる開かれた場としての社会的役割を

求められている。

一方、世界保健機関（WHO）では健康の定義を、「肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、

すべてが満たされた状態にあること」としている。そこで近年、精神的、社会的な健康の側面にアー

トが寄与できるのではないかと期待されており、美術館が社会的処方の資源になり得るとされてい

る。社会的処方とは、薬による治療だけでなく、人とのつながりや社会参加の機会を「処方」され

ることにより、孤立や生きづらさといった課題を解決するという考え方や仕組みのことである。美

術館でのアート鑑賞やワークショップが、不安や抑うつを軽減し、幸福感をもたらす効果があると

言われているのである。海外では、カナダのモントリオール美術館がカナダの医師会と提携してお

こなっている「美術館の処方箋」や、ベルギーのブリュッセルで2021年に試験的に実施された医

師が患者に「美術館や博物館への無料入場」を処方するプロジェクトなどがある。アメリカのニュー

ヨーク近代美術館では、認知症患者と介護者を対象とした対話型鑑賞プログラム「Meet Me at 

MoMA」を提供している1。イギリスのナショナル・ミュージアム・リバプールの認知症ケアを支

援するプログラムは、最近の記憶の保持は難しいが昔の記憶が保たれるという認知症初期段階に多

い状態に注目したもので、鑑賞したりモノに触れたりする中で、昔の体験や思い出を語り合う心理

療法「回想法」の考え方に近いプログラムでもあると思われる2。日本では、北名古屋市が昭和日

常博物館などで、元気な高齢者の介護予防、認知症予防として「地域回想法」を実施している3。

滋賀県立美術館（以下、当館）でも対話鑑賞プログラムや美術館ボランティアなど、来館者や地

域の人がつながるような取り組みをおこなっているが4、多様な人々の健康に寄与する活動や場の

実現という点ではプログラムの開発が充分とはいえない。そこで当館が社会的処方に資する機関と

して活用されるプログラムを開発するために、高齢者施設、フリースクール、子ども若者支援施設、

�
1 https://www.moma.org/calendar/programs/35　ニューヨーク近代美術館のプログラム「Meet Me at MoMA」
（2026年1月30日閲覧）
2 https://globe.asahi.com/article/15122893　The Asahi Shimbun　GLOBE＋特集　老いとアート「アートはすべ
ての人を包摂する」英国ミュージアム発の認知症ケア、飼育動物と制作　（2025年12月26日閲覧）
3 https://www.city.kitanagoya.lg.jp/kenko/korei/1003547/1003549/1003550.html　北名古屋市　地域回想法北
名古屋モデルの概要（2025年12月26日閲覧）
4 当館では、毎週土曜、日曜（休館日を除く）に常設展でボランティアがファシリテーターを務める「対話鑑賞プログラ
ム」を実施している。事前申込無しで参加でき、対話をしながら作品の魅力に近づいていこうという鑑賞プログラムで
ある。なお、当館の美術館ボランティアは学校団体ガイド、ワークショップスタッフ、資料整理、対話鑑賞ファシリテー
ターの中から好きなものを選んで活動している。
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失語症の方との対話鑑賞、病院に併設する特別支援学校の5つを対象とした試行を2025年2月から

実施した。本稿ではこれらの試行の内容を詳細に報告することで、当館の社会的処方の取り組みを

示すとともに、美術館という施設が持っている可能性について、今後考えていくための整理とした

い。そのため、まず1では試行を始めたきっかけを、2では各試行の記録と考察、そして3では考察

から見えてきた課題や今後の展望を述べる。なお、2-2（1）の試行は当館の平田健生主任学芸員（以

下、平田）が、2-5の試行は筆者（以下、𠮷川）と当館の岩﨑裕見子エデュケーター（以下、岩﨑）

が実施し、その他の試行は𠮷川が実施した。各試行の概要は表で示し、当日の記録と施設への聞き

取りについては、現場で起こっていたことをより詳細に伝えるため、実施した担当者の記録のメモ

をそのままに近い形で記載している。

1.  試行を始めたきっかけ

当館はびわこ文化公園5という滋賀県大津市の公園の中にあり、2021年の再開館から「公園の中

のリビングルーム」「リビングルームのような美術館」を目指している。2024年8月25日（日）に

は「美術館で夏祭り！朝から晩まで県美にどぼん！」6を開催し、たくさんの親子連れにお越しい

ただいた。このイベントでは美術館が普段より騒がしい環境になることが予想され、音に敏感な人

には来館しにくい1日になってしまう可能性があったことから、カームダウン・クールダウンスペー

スを設置した。カームダウン・クールダウンスペースとは、光や音などにストレスを感じたりパニッ

クを起こしたりする人が心身を落ち着かせるためのスペースである。この夏祭りでは県庁からアコー

ディオンカーテンを借りてきて作った仮設の簡易的なものであったが、スペースの中に置いた耳栓

が7つ無くなっていたことでこのスペースが使用されていたことがわかった7。𠮷川はこのことをきっ

かけに、カームダウン・クールダウンスペースを必要とする人はこれまでどのように美術館で過ご

していたのだろうかという疑問を持ち、どうすれば美術館がすべての人にとって居心地の良い安心

して楽しめる場になるだろうかと考えるようになった。当時は館内でも社会的処方についての関心

が高まり、美術館で実施している対話鑑賞プログラムが社会的処方の資源になり得るという話がで

ていた時期でもあった。

社会的処方の観点から当館を活用してもらうために、まず、認知症の高齢者の方に対話鑑賞プロ

グラムを体験していただくことになった。また、美術館が人々の健康のための社会参加の機会とし

て活用できることや多様な人々にとっての精神的に安心で安全な居場所になることを考え、高齢者

�
5 びわこ文化公園は、1979年に策定された「びわこ文化公園都市構想」の「芸術、教養の文化クラスター」に位置付けられ、
滋賀県を代表とする芸術、教養の文化施設群を都市公園内に配置している。美術館、図書館、埋蔵文化財センターなど
の文化施設と、豊かな里山の自然林、日本庭園や茶室などを一体的に整備した総合公園で、面積は43.2ヘクタールある。
6 滋賀県立美術館開館40周年記念イベント。当日は、開館時間を20:00まで延長し、一日を通して、アートやモノづくり
の楽しさを五感で体験できるワークショップを実施するほか、ライブステージやキッチンカーの出展もあったイベント。
7 当館のカームダウン・クールダウンスペースはスタッフに声をかけずに利用できる。安心して利用できるよう、開館中
はスペースの中を確認することはしない。耳栓やアイマスクの減っている数で利用者数をカウントしている。
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（レポート）美術館が社会的処方の資源として活用されるための試行　𠮷川 紀子（滋賀県立美術館 主任学芸員／エデュケーター）

施設の他にもいくつかの施設に協力をしてもらい、美術館でどのようなプログラムができるかの試

行をすることになった。

2.  5つの試行

2-1高齢者施設との試行

社会福祉法⼈幸寿会特別養護老人ホームカーサ⽉の輪との試行の経緯

当館の社会的処方の取り組みにおいて、ニューヨーク近代美術館のプログラム「Meet Me at 

MoMA」のように対話鑑賞を認知症の方とその介護者を対象としたプログラムとして開催するこ

とで、外に出るきっかけや、話をする、脳を活性化するなどの効能が期待できるのではないかと𠮷

川は考えた。地域の特定非営利活動法人BRAH=art.の理事長岩原勇気氏に相談し、龍谷大学の山

口浩次特任教授より高齢者施設である社会福祉法⼈幸寿会特別養護老人ホームカーサ⽉の輪（以下、

カーサ月の輪）を紹介していただいた。カーサ⽉の輪は当館から車で15分ほどの距離にある施設で、

⽇⽐晴久施設⻑（以下、⽇⽐施設⻑）によると、全室個室のユニット型施設で⼊居者が最期までそ

の⼈らしい「普通の暮らし」ができるようサポートをしているとのことである。

施設長と介護長への事前ヒアリング

・日時：2025年2月26日（水）10:00-11:00

・場所：カーサ月の輪

・参加者：日比施設長、山本良太郎介護長（以下、山本介護長） 

当館で社会的処方の観点からの取り組みを始めようとしていることを説明し、何回かの試行のご

協力をお願いした。カーサ月の輪には重度の認知症の方も多く、外出する機会が少ないとのことで、

施設から当館は近いので行く機会が作れるのは嬉しいと言っていただく。1回目の試行の日程を決

めようとしたところ、今日（2月26日）の午後はちょうど人手があるので行きたいとなり、𠮷川は

すぐに美術館に戻り、館に報告。対話鑑賞の準備をして実施することになった。

試行の実施

カーサ月の輪と4回の試行を当館常設展（展示室1、2、小倉遊亀コーナー）でおこなった。以下、

実施の概要である。
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試行 日時 概要 タイムスケジュール 方法

1回目 2025年2月26日（水）
14:00～14:50

・参加者：利用者3人（A
さん 車椅子、Bさん 車
椅子、Cさん 支えられな
がら歩く）、山本介護長、
実習生2人　 
・来館手段：カーサ月の
輪の車２台

14:00	 美術館到着
14:00-14:05	 �エントランスで自己紹介

後、すぐ常設展へ 
14:05-14:20	 対話鑑賞
14:20-14:30	 小倉遊亀コーナーを観覧
14:30-14:45	 展示室2を観覧
14:45-14:50	 エントランスへ移動 
14:50	 美術館出発

・対話鑑賞：小倉遊亀コーナーに展示している小倉遊
亀《憩う》（1960年）で15分の対話鑑賞を実施。ファ
シリテーターは𠮷川が務める。
①�作品の前で車椅子や椅子に座り、対話鑑賞をする。
利用者1人に１人の支援者（カーサ月の輪職員等）
がつきサポート。

②�利用者だけでなく、支援者にも対話鑑賞に参加して
もらう。

・自由観覧：対話鑑賞後に自由に観覧。𠮷川は利用者、
支援者と一緒にまわって、会話や作品の簡単な説明
をしながらでコミュニケーションを図る。

2回目 2025年4月26日（土）
14:00～15:20

・参加者：利用者3人（D
さん 車椅子、Eさん 車
椅子、Fさん 歩けるが車
椅子を使用）、山本介護
長、施設職員1人　 
・来館手段：カーサ月の
輪の車２台

14:00	 美術館到着
14:00-14:05	 �エントランスで自己紹介、

今日の趣旨を説明
14:05-14:40	 �展示室前の立体作品を

鑑賞してから展示室2へ
14:40-15:00	 �展示室1、小倉遊亀コー

ナーを観覧
15:00-15:20	 �エントランスで落語イベン

トに参加
15:20	 美術館出発

・鑑賞方法：利用者に身近な信楽や滋賀の話ができる
作品から入る。
①𠮷川が一緒にまわりながら利用者と会話をする。 
②�興味のありそうな作品の前では、みんなで会話をする。
・鑑賞する作品：
【展示室前】イケムラレイコ《うさぎ観音》（2012-
2014年）8
【展示室２】以下の順序で鑑賞した後に展示室をまわ
りながら観覧。
川内倫子《Untitled》（2021年）※米原市の梅花藻
の写真
高橋楽斎（三代）信楽焼の３作品（全て1960年）
塔本シスコ《90才のプレゼント》（2003年）
山形博導《四つの都市（ロサンゼルス、パリ、東京、ニ
ューヨーク）》（1985年）　
【展示室1、小倉遊亀コーナー】展示室をまわりながら
観覧。
・落語イベントへの参加：企画展「落語であーっ！と展 
そこまでやっちゃう？落語と美術の無理矢理コラボレー
ション」関連企画の立命館大学落語研究会による高
座を聞く。

3回目 2025年7月17日（木）
14:00～15:00

・参加者：利用者3人（G
さん 車椅子、Hさん 車
椅子、Iさん 歩けるが車
椅子を使用）、利用者の
ご家族1人、施設職員2
人　 
・来館手段：カーサ月の
輪の車1台

14:00	 美術館到着
14:00-14:05	 �エントランスで自己紹介、

今日の趣旨を説明
14:05-14:40	 �展示室前の立体作品を

鑑賞してから展示室2へ
14:40-15:00	 �展示室1、小倉遊亀コー

ナーを観覧
15:00	 美術館出発

・鑑賞方法：利用者に身近な信楽や滋賀の話ができる
作品から入る。
①𠮷川が一緒にまわりながら利用者と会話をする。 
②�興味のありそうな作品の前では、みんなで会話をする。
・鑑賞する作品：
【展示室前】イケムラレイコ《うさぎ観音》（2012-
2014年）
【展示室２】以下の順序で鑑賞した後に展示室をまわ
りながら観覧。
北山善夫《私（あなた）は私なの・・・。》（1989年）
武田浪《どでかい》（2013年）
イサム・ノグチ《幼年時代》（1971年）
アンリ・マティス《オセアニア　海》（1946年）　
パブロ・ピカソ《パピエ・コレ1910-1914》（1966年）
井村ももかの15作品（2014-2019年）
【小倉遊亀コーナー】展示室をまわりながら観覧。
【展示室1】三橋節子の作品の題材となった話を伝え
ながら観覧。

4回目 2025年11月22日（土）
14:00～15:00

・参加者：利用者4人（Jさ
ん、Kさん、Lさん、Mさん 
４人とも車椅子）、山本介
護長、施設職員1人、実
習生2人（見学）美術館
ボランティア8人 
・来館手段：カーサ月の
輪の車2台

14:00	 美術館到着
14:00-14:05	 �エントランスで自己紹介、

今日の趣旨を説明
14:05-14:40	 �展示室前の立体作品を

鑑賞してから展示室2へ
14:40-15:00	 �小倉遊亀コーナー、展示

室１
15:00	 美術館出発

・鑑賞方法：利用者に身近な信楽や滋賀の話ができる
作品から入る。
①𠮷川が一緒にまわりながら利用者と会話をする。 
②�興味のありそうな作品の前では、みんなで会話をする。
③少し作品の説明をする。
・鑑賞する作品：
【展示室前】イケムラレイコ《うさぎ観音》（2012-
2014年）
【展示室２】以下の順序で鑑賞した後に展示室をまわ
りながら観覧。
白髪一雄《不動尊》（1973年）9
森村泰昌《石榴を持つ肖像》（1991年）
マーク・ロスコ《ナンバー28》（1962年）
アンリ・マティス《オセアニア　空》（1946年）　
澤田真一の8作品（2007-2013年、制作年不詳）
【小倉遊亀コーナー】《磨針峠》（1947年）
　　　　　　　　　《憩う》（1960年）
　　　　　　　　　《花三題》（1985年）
　　　　　　　　　《盛花》（2000年）
【展示室1】展示室をまわりながら観覧。
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実施当日の記録と施設への聞き取り

試行を実施しての感触や気になったことを記録し、試行後に山本介護長へ聞き取りをおこなった。

聞き取りの後に次の試行についても打ち合わせをし、見つかった課題に対して修整していくように

した。以下、1回目から4回目までの当日の記録メモと施設への聞き取りである。なお、聞き取り

は全てカーサ月の輪でおこなった。

（1回目の試行）

・当日2025年2月26日（水）の記録メモ：

最初に簡単な挨拶しかしなかったことで、利用者は「一

体なぜここにいるのか？」という不満を感じてしまった

ようだった。対話鑑賞をしようと試みたが、山本介護長

によると3人の利用者は重度の認知症とのことで、Aさ

ん（80代後半）、Cさん（70代後半）は発話が難しく対

話をすることができなかった。Bさん（80代後半）は言

葉をはっきり話されていたが、不満な様子で、対話をす

ることが難しかった。対話鑑賞を15分で切り上げ、展

示室をまわりながら一緒に作品を見るスタイルに変更し

た。それぞれの利用者が興味を持った作品の前で会話を

したり、説明をしたりすることで、少しずつではあるが

視線や「あー」という声が返ってくるようになった。全

員で対話をするより1対1の会話の方が良いかもしれないと感じた。

作品に対しては、展示室2の現代美術の作品に興味を持っていたようだった。展示室で不満を口

にしていた利用者に𠮷川が「カーサ月の輪にこれから帰りますからね。帰ったらおやつですからね。」

と声をかけたところ、少し表情が和らぎ、車に乗ると笑顔で手を振ってくれたので、不満というよ

りは不安であったのだと気づいた。参加してくださった利用者の方にとって美術館を楽しんでもら

えるような時間にはできなかった。

・山本介護長への聞き取り：2025年3月5日（水）10:30〜11:30　

（以下、山本介護長と𠮷川のやり取り） 

山本介護長：�Aさんは絵を描く方で美術館が好きだった。言葉は発せられないがこちらの話して

いることはわかっていて、記憶の残る時間が長い。Bさんは地域で活躍されていた。

�
〔前ページ表中の註である。〕
8 イケムラレイコ《うさぎ観音》（2012-2014年）は作家蔵。
9 白髪一雄《不動尊》（1973年）は、比叡山延暦寺蔵（滋賀県立美術館寄託）。白髪一雄《不動尊》と前出のイケムラレイコ《う
さぎ観音》以外の本稿にある常設展の作品は滋賀県立美術館所蔵。

試行（1回目）の対話鑑賞の様子
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話すことができて、記憶の残る時間が短い。Cさんは話をするのは難しいが、言葉

は少し発することができる。いろいろなものにさわったり誤飲したりしてしまう危

険がある。新型コロナウィルスの影響を受ける前は、年に1回びわこ文化公園に来

ていたが、最近出かけることが少なくなり、久々に外出をした。

　　　𠮷川：利用者の名前を呼んでいたことについてはどうか？

山本介護長：�むしろ名前で呼んでもらった方が良い。

　　　𠮷川：アイスブレイクのワークショップなどは必要か？

山本介護長：�滞在時間が長くなるのでいらないと思う。美術館での活動が1時間以内だと利用し

やすい。何かイベントをするのではなく、利用者に近い話題のお喋りから始めるの

はどうか？小倉遊亀コーナーの照明の明るさでも、全員作品が見えていた。全体の

時間は問題ないが、対話鑑賞の時間はもう少し短い方が良い。みんなで展示室をま

わって観覧していたときの方が作品に興味を持たれていた。認知症の方は「何をし

にここに来たんだろう」と思ってしまうので、最初に展示室をまわりながら、「こ

こはこういう場所なのか」と知ってもらい、そこから対話鑑賞に入ったら良かった

かもしれない。

　　　𠮷川：1対1で会話をした方が良いか？

山本介護長：�1対1でなくても良いと思う。Cさんは話しかけると作品を見ないで話しかけた相

手を見てしまうので、作品から意識が逸れてしまう。認知症の方との会話は、待つ

時間、しゃべらない時間も必要。大きかったりインパクトがあったりする作品は刺

激が大きく興味を持ちやすい。塔本シスコの《丸山明宏》（2001年）みたいに昔の

記憶の中にあるものもひっかかりやすい。信楽焼の大きな作品《うさぎ観音》もヒッ

トしていた。元々記憶の中にあるものはわかるが、新しい情報は伝えることが難しい。

　　　𠮷川：美術館に行く前と行った後の利用者の様子に変化はあったか？

山本介護長：�正直いえば変化はない。美術館へ行くことを3人とも理解されていなかった。Aさ

んがいちばん長く記憶の残っていて、Bさんは、夕食までは覚えていたようだった。

Cさんは全く覚えていない。

・次回について：

山本介護長によれば、今後の試行に参加する利用者はその日の体調や様子で決めるという。調子

が良い人を選ぶ場合もあるし、混乱している人の気分転換として参加者を決める場合もあるかもし

れないとのことである。何回か試行を重ねる中で、ボランティアが美術館側のスタッフとして参加

し、車椅子を押したり利用者と話をしたりするとしたらどうかと質問してみたところ、問題ないと

言っていただいた。むしろ美術館側にスタッフがいると施設からのスタッフの派遣が少なくて済む

ので助かるそうである。なお、試行後に日比施設長から以下のメールをいただいた。
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（レポート）美術館が社会的処方の資源として活用されるための試行　𠮷川 紀子（滋賀県立美術館 主任学芸員／エデュケーター）

カーサ月の輪では、ケア10ヶ条というものがあって、⑧出ていく場をつくる⑨したいことを

実現する⑩家族、友人、地域との関係を継続する、としています。コロナ以降外出機会が減っ

ていたCさんにとっては⑧、絵がお好きだったAさんにとっては⑨、地域で活躍されていたB

さんにとっては⑩を実現できたと感じています。ということで皆さんにとってとても良い時間

になりました。（以上、メールの一部分、原文ママ）

（2回目の試行）

・当日2025年4月26日（土）の記録メモ：

1回目の試行の反省を踏まえ、対話鑑賞をしようとするのではなく、美術館に行くということが

利用者の方の外出するきっかけになる、という考えのもと実施した。利用者ができるだけ不安にな

らないように全体の見通しを移動するたびに伝えた。鑑賞する作品は、慣れ親しんだ言葉や地域の

もの、過去の記憶に結びつきやすいものを選び、滋賀、信楽ゆかりの作品から、徐々に自身の記憶

を語ることができるような作品へとまわる順番を考えた。1回目よりもスムーズに鑑賞できていた

ように思う。信楽焼の作品や滋賀の風景には興味を持たれていた様子で、塔本シスコの《90才の

プレゼント》では花に注目した会話をすることができた。山形博導の《四つの都市（ロサンゼルス、

パリ、東京、ニューヨーク）》では、「どんな風景に感じますか？」という問いかけに、ご自身が鉄

道の旅をした時の窓から見えた風景を話したり、「これは国技館だ」「これはアメリカね」など作品

から気づいたことを言葉にしたりしていた。

Fさん（80代後半）は展示室でつまらなくな

ると声を出し、作品に集中すると耳を傾けて

𠮷川の話を聞いている様子だった。企画展

「落語であーっ！と展　そこまでやっちゃう？

落語と美術の無理矢理コラボレーション」関

連イベントの高座では、Fさんは声を出され

ていなかったので噺に集中していたのではな

いかと思う。

・山本介護長への聞き取り：2025年6月10日（火）13:00〜14:00

（以下、山本介護長と𠮷川のやり取り）

山本介護長：�Dさん（80代後半）は、話すことができ、少し気難しい。Eさん（80代後半）は、

話すことができる。Fさんは、認知症が重いが支えられながら歩くことができる。

Dさんは施設の顔とは違ってよそ行きの顔になっていてよかった。付き添いの職員

もリラックスできていて、良い気分転換になったようだった。

　　　𠮷川：1回目より長い滞在時間であったがどうか？

山本介護長：�45分くらいの滞在がベストか。施設出発から帰着までトータル1時間30分が、職

試行（2回目）の展示室2での様子
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員と利用者にとってちょうど良い。今回は落語の高座が楽しかったようなので滞在

時間が長かったが大丈夫だった。鑑賞した作品は、明るくわかりやすくて良かった。

利用者はずっと滋賀にお住まいの方で、屏風など滋賀の風景やゆかりの作品では「あ

そこは〇〇だ」との会話もあった。認知症の方は昔の記憶はあるが、直近の記憶を

留めることができないので、前の展示室で見た作品と今見ている作品を比べること

ができない。また、作品がどんな場面なのか想像できない場合もあり、想像できな

いから「わからない」という不安や「つまらない」と感じる。利用者に試行前後の

見た目の変化はないが、外出することで刺激を得てリフレッシュできている。Fさ

んは先日亡くなられたのでこれが最後の外出になったのだが、ご家族は美術館に行

けたことを喜んでおられた。施設ではいつ行けなくなるかわからないので、行ける

時にできるだけ外出しようと考えている。

・次回について：

利用者のご家族が試行に参加してもらえるか、カーサ月の輪から利用者のご家族に聞いてもらう

ことになった。

（3回目の試行）

・当日2025年7月17日（木）の記録メモ：

雨がひどく、𠮷川と監視業務スタッフが車椅子の利用者に傘をさして、美術館正面にある屋根の

無い障害者等専用駐車場に停めた車からエントランス入り口まで誘導した。エントランスで挨拶を

した後、全体の見通しを伝えながら展示室に向かった。展示室2には大きな作品や立体作品が多かっ

たので利用者が興味を持たれるかと思い会話を試みたが、それほど言葉は返ってこなかった。武田

浪の《どでかい》は触ることができたので、「ゴツゴツしていますね」という問いかけに頷いてく

れた利用者もいた。マティス、ピカソの絵画作品にはあまり反応がなかったが、井村ももかの布と

ボタンという身近な素材でできた作品群には、女性の利用者が興味を持っていたように感じた。H

さん（80代）は展示室で目を瞑っていたが、三橋節子の作品の説明には耳を傾けていたように感

じた。ご家族と一緒に参加したGさん（80代）は、小倉遊亀コーナーでご家族と会話をしながら

まわることができていた。これはご家族が小倉作品に興味を持っていたのも大きかったかもしれな

い。帰りもまだ雨がひどかったので、車を美術館正面入り口のスロープからバックで進入してもら

い、車椅子の方が傘をささずに車に乗り込むことができるようにした。

・山本介護長への聞き取り：2025年8月1日（金）14:00〜14:30

（以下、山本介護長と𠮷川のやり取り）

山本介護長：�ご家族と一緒に参加したGさんは、話すことができる。Hさんは、少しだが話すこ

とができる。Iさん（80代）は、支えられながら歩くことができるのだが、立って
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いたことが辛くなって少し苛立っていたようだった。車椅子に座ることで気持ちを

リセットできていた。気持ちのリセットは人によって違い、数秒でできる場合もあ

るし、1時間かかる場合もある。とにかく利用者の気持ちを大事に考える。Hさん

は声を荒げていなかったので、とても落ち着いていたように思う。展示室であまり

目を開けていられなかったので本人は何をしているかわかっていなかったかもしれ

ないが、後日職員が家族に美術館へ行ったことをお伝えしたら喜んでいた。Gさん

と一緒に参加したご家族はとても喜んでいた。Gさん自身は話の内容がわかってい

なかったかもしれないので、1対1で対応して作品をみるのも良いかもしれない。

無理してみんなで一緒に動かなくても、自然に接することができれば一番良いと思

う。

　　　𠮷川：来館するにあたってカーサ月の輪の職員に負担はないか？

山本介護長：�職員にとってもこの試行は良い影響がある。人数の関係もあって職員も外に出る機

会が少ないのだが、今回同行した職員は「リラックスできて良かった」と言っていた。

・次回について：

今後プログラム化した時にボランティアにスタッフとして参加してもらう可能性もあるので、次

回、ボランティアに見学をしてもらうことになった。利用者によっては、今回の三橋節子の作品の

ときのように少し説明を入れるパターンも試してみる。

（4回目の試行）

・当日2025年11月22日（土）の記録メモ：

山本介護長によると、今回の利用者は1回目から3回目の試行の利用者に比べて認知症の症状が

軽いとのことで、4人とも話すことができた。これまで展示室2の作品の方が興味を持たれる利用

者が多かったが、今回は現代美術の作品がわからないといった様子だった。マーク・ロスコの《ナ

ンバー28》で会話を試みたところ、Kさん（80代）は「家に飾りたいと思わない」と感想を述べた。

しかし、Kさんは小倉遊亀の《花三題》が気に入ったようで「これは家に飾りたい」と言った。絵

に対する心の動きも見て取れるが、一つ前の展示室で見た作品を覚えていて比較をしていたところ

に注目したい。小倉遊亀コーナーでは、《磨針峠》を4人一緒にじっくり作品を見るということを

試みた。作品の題材となった物語を伝えながら、描かれている人物の表情などの観察を促すように

問いかけや説明をした。土曜日であったこともあり、展示室にいた子どもの来館者も一緒に説明を

聞いていて、賑やかな試行となった。小倉遊亀が最晩年に描いた《盛花》をみんなで一緒に見てい

る時に、𠮷川が「遊亀さんが亡くなった年に描かれた」と言ったことについて、試行後に見学した

ボランティアから「亡くなったという言葉を使って大丈夫か」との指摘があった。展示室1では2

人の利用者が目を瞑っていたので少し疲れが出たのかもしれない。この点についてもボランティア

から「滞在時間が長すぎたのではないか」との指摘があったので、聞き取りで確認することとした。
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・山本介護長への聞き取り：2025年12月11日（木）9:30〜10:00

（以下、山本介護長と𠮷川のやり取り）

山本介護長：�Jさん（70代）は、若い頃から統合失調症で自分の知識を話したい方。KさんとL

さん（80代）は、話すことができる。Mさん（90代）は、少しだが話すことがで

きる。参加した利用者の4人の中には同ユニットの人もいるが、お互いを認識して

いるわけではない。4人のうち2人は美術館にもともと興味がない。今回の4人は認

知症が今までの方より軽いこともあり、作品の説明があったことで意味がわかって

楽しかったのかもしれない。特に小倉遊亀コーナーでの皆の顔つきが良かったし、

説明を聞くという耳からの刺激も良かった。展示室2は抽象的な作品が多く、認知

症が軽度だからこそ作品の意味がわからないことで興味が持てなかったようだった。

重度の認知症の方は抽象的なものを違うもの、例えば食べ物だと認識して面白いと

感じたりすることがあるので抽象画を楽しめることもある。花の作品を気に入って

いたKさんは施設に帰ってから「楽しかった」と言っていたので美術館に行ったこ

とを覚えていたが、夜には忘れていた。

　　　𠮷川：展示室1で少し疲れが見えたがどうだったか？

山本介護長：�大丈夫だった。ずっと施設にいて毎日同じ光景同じ空間なので、それがマイナスに

なることもある。刺激があることは良いことで、楽なことが良いのではない。適度

に疲れるくらいでちょうど良かった。今回は実習生がいたので利用者を4人連れて

来ることができた。もし美術館側に車椅子を押してくれるスタッフがいたら、ドラ

イバー兼引率の自分1人で連れて行くことができる。リスクのある方はお願いしな

いのでボランティアがスタッフでも問題ない。

　　　𠮷川：事前に来館する利用者の注意事項などは聞いておいた方が良いか？

山本介護長：�行けると思った時に事前連絡なしで来館できることが嬉しい。計画を立てるとなる

と職員の負担になり、外出しなくなるという悪循環になってしまう。気をつけてほ

しいことはその場で伝えるので問題ない。

　　　𠮷川：𠮷川が作品の説明の時に「亡くなった」というワードを使ったことについては？

山本介護長：�気にならなかった。もし「死んだ」だったらインパクトが強かったかもしれない。

私たちがタブーにしているのは、「今日は何日ですか？」のように認知症の方が答

えられないような質問をすること。「どう思う？」という質問はありだが、答えら

れなさそうならあまり引っ張らない。利用者が悩む時間を作らないことが肝心であ

る。

・次回について：

ボランティアを含めて、美術館職員を対象とした認知症についてと車椅子の扱い方についての研

修を実施できるようにする。試行をしながら、プログラム化する場合の運営方法を詰めていく。
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カーサ月の輪との試行を4回終えての考察

当初、対話鑑賞を中心としたプログラムを想定していたが、4回の試行を実施する中で、言葉を

発することが難しい重度の認知症の方にとって、対話鑑賞を目的とするよりも施設から外出するひ

とつのきっかけとなることが良いのではないか、という考えに至った。プログラムに参加する認知

症の方がリラックスして美術館で過ごし、施設の生活の中では得られない刺激を得ることができれ

ば、社会とのつながりを感じる機会になるのではないかと思われる。さらに今回の試行から、美術

館での時間が認知症の方だけでなく、家族や施設の職員にとってもリフレッシュする機会になり得

ることがわかった。今後、認知症の方との鑑賞プログラムを、「利用者の過去の記憶に結びつきや

すい作品を選ぶこと」や「利用者が答えられないような問いかけをしない」など、聞き取りで得た

意見を取り入れながら開発し運営していきたいと考える。また、たくさんの認知症の方が気軽に来

館できるようになるためには美術館側に対応できるスタッフが多く必要で、ボランティアを含めた

スタッフの育成がプログラムの実施に必要であると感じた。

2-2フリースクールとの試行

フリースクールとの試行は2つの施設にご協力いただき実施した。（1）の試行は平田が担当し活

動を記録したものに𠮷川が加筆した。（2）は𠮷川が実施した。

（1）適応教育教室ハーフステップとの試行

適応教育教室ハーフステップとの試行の経緯

当館では、スクールプログラム10の学校団体鑑賞のように学校へ通う子どもたちが美術館を利用

する機会を設けることのできるプログラムをすでに実施していたが、学校に行くことができない子

どもたちが美術館を利用するためにはどうすれば良いかを検討していた。フリースクールに通って

いる子どもたちへアプローチしてみてはどうかと考え、当館と同じ瀬田地域にある適応教育教室ハー

フステップ（以下、ハーフステップ）に2025年5月に声をかけ、試行をお願いすることになった。ハー

フステップは小学生から高校生までの適応障害のある子ども（発達障害のある子どもが多い）の学

習支援や学習指導をしている。試行の内容は、当館従来の出前授業のプログラム11をハーフステッ

プでの聞き取りを踏まえて作り直したものとした。

ハーフステップへの事前ヒアリング

・日時：2025年6月25日（水）10:00〜11:20

�
10 当館のスクールプログラムには、「学校団体鑑賞」「学校出前授業」「貸し出し用教材」がある。
11 当館の出前授業のプログラムには、「アートゲーム」「名画でびっくりコラージュ」「ステンドグラスをつくろう！」「私
だけの美術館をつくろう！」の4種類のワークショップがある。
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・場所：ハーフステップ

・参加者： 代表取締役社長尾木雅和氏 、保健師の片岡夕香氏（以下、片岡氏）

基本的にハーフステップ内の人間関係は良好で、お互いの特性を理解した上でフォローし合うケー

スが多いとのことである。物事に対するこだわりが非常に強い子どもが多く、当初の目的を忘れて

特定の作業に没頭する傾向があり、自らの知識を活用することを望む傾向が強いそうである。エン

ジンがかかるまでに時間がかかるケースもあるとのこと。日によって通う子どもや人数が違うので、

ハーフステップに出前で伺う試行を2回おこない、1回目はハーフステップのイベント「みんなで

夏祭り」へのブース出展という形式で実施することとなった。このイベントは事前に利用者全員に

告知し、あらかじめ参加の申し込みをしてもらった。ただし、当日施設に出向いても必ずしもイベ

ントに参加する必要は無い、とした。

試行の実施

2回の試行をハーフステップの施設でおこなった。以下、実施の概要である。

試行 日時 概要 タイムスケジュール 方法

1回目 2025年8月12日（火） 
10:30-15:00

・参加者：小学生～高校
生17人

10:45-11:30	 アートゲーム12

13:00-13:45	 アートゲーム 
上記の時間以外は「名画でびっくりコラー
ジュ」13を実施。

従来の出前授業プログラムと同じように、平田がアート
博士に扮し、司会進行をおこなう。
・ワークショップ：「名画でびっくりコラージュ」を以下の
通り実施。
①�自分のペースで制作できるよう時間制限や技法の
制限は無し。

②従来の出前授業プログラムと同じ材料でおこなう。
・アートゲーム：アートカードを使っての、かるた＆絵合
わせゲームを実施。

2回目 2025年10月4日（土） 
13:00-15:00

・参加者：小学生13人 13:00-15:00	 �ステンドグラス下敷きを作
る14

従来の出前授業プログラムと同じように、平田がアート
博士に扮し、司会進行をおこなう。
・ワークショップ：「ステンドグラス下敷きを作る」を以下
の通り実施。
①従来の出前授業プログラムより制作手順を簡略化。
②�黒マジックでなぞったり、形を切ったりすることで簡
単に作れる影絵のキャラクターを増やす。

実施当日の記録と施設へのアンケート

試行を実施する際の工夫や感触を記録し、試行後に片岡氏へのアンケートをおこなった。以下、

1回目と2回目の当日の記録とアンケート結果である。

（1回目の試行）

・当日2025年8月12日（火）の記録メモ：

�
12 美術作品のカードやスライドを用いて簡単なゲームを遊ぶことにより、作品の細部を観察して自分の言葉で伝える力
を養うプログラム。
13 古今東西の名画を背景にして、その上に様々な写真をコラージュ（貼り絵）で貼付することによりオリジナルの作品
を作るプログラム。
14 透明シートに黒い紙やカラーセロファンを切り貼りして貼ってラミネート加工するモノづくりのワークショップ。
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「名画でびっくりコラージュ」では、制作中の子どもたちの話にできるだけ耳を傾けるようにした。

「アートゲーム」では、通常より少人数での実施を心がけ、決して回答を急かさないようにして実

施した。

・片岡氏へのアンケート：

（以下、〈　〉内は美術館からの問い、その他の部分は片岡氏の回答を要約したもの）

�〈プログラムの内容について〉満足している。10:45、13:00にアートゲームを実施し、それ以外

の時間帯で「名画でびっくりコラージュ」を実施したことで、利用者はいろんな内容を楽しむこ

とができた。高校生以上の利用者から「アートゲームが少し子ども向けの内容だと感じた」との

声が聞かれた。

�〈ハーフステップ職員から見た利用者の様子について〉楽しそうだった。アートゲームの最中、

利用者の楽しそうな声が聞こえていた。「名画でびっくりコラージュ」は、完成した作品を持ち

帰ることができ、うれしかったのではないかと思う。

�〈出前授業プログラムについて〉絵などを描くことが好きな子もいるので、簡単な出前授業をし

てもらえるとよいかも知れない。定期的にあると喜ばれるかもしれない。保護者の方にも興味を

もってもらいやすいので、デッサンなど、高校の芸術系進学を考える人向けの参考になるような

プログラムもあるとよいかもしれない。

・次回について：

次回はイベントの出展ではない形で実施する。内容は今回と違う、「ステンドグラス下敷き作り」

を実施。

（2回目の試行）

・当日2025年10月4日（土）の記録メモ：

今回の試行の実施では、従来の出前授業プログラムの制作方法を見直した。制作する手順を簡略

化することで、短い時間で多くの絵柄のバリエーションを子どもたちが試すことができるよう工夫

した。事前にハーフステップ職員から「キャラクター好きの子どもが多い」と聞いていたので、黒

マジックでなぞったり形を切ったりすることで簡単に作れる影絵キャラクターを増やした。その結

果、子どもたちは興味を持って制作していた。

・片岡氏へのアンケート：

（以下、〈　〉内は美術館からの問い、その他の部分は片岡氏の回答を要約したもの）

�〈プログラムの内容について〉満足している。工作が得意でない子どもも、切って貼るなど簡単

に制作でき、また完成した作品を持ち帰ることもできて、満足度が高い内容だと感じた。しかし、

こちらのサポートが必要な子どもが何人かいる場合は、参加人数が増えるとスタッフが足りず手
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が止まってしまう子どもが出てしまう。

�〈実施時間について〉適切な長さだった。スムーズに完成させる子どもや、じっくり時間をかけ

て制作する子どもがいて、全員がゆとりをもって完成させることができた。

�〈当館スタッフについて〉全体説明から個々の利用者への対応、遅れて来た人の個別の説明など、

大変丁寧にご指導いただけたと感じる。大人数や騒がしい環境が苦手な子どもがいたが、大人数

に合わせた指導が優先され、その両立が難しいと感じた。

�〈事前の打ち合わせについて〉メールで打ち合わせをしたが、当日の使用する設備をあらかじめ

ご連絡いただいていたので、こちらの準備もスムーズにおこなうことができた。前回の出前授業

で、利用者の特性やこだわりをもった利用者が多いことを把握していただいていたので、今回は

一人一人の希望に沿えるような内容を考えてくれた。時間内に終われる方法を検討し、提案もし

てくれた。

�〈ハーフステップ職員から見た利用者の様子について〉楽しそうだった。下敷きの制作だけでなく、

アート博士とのやりとりもとても楽しんでいた。

�〈プログラム実施後の利用者の様子に変化は見られたか？〉保護者から、作品の感想が添えられ

たLINEが届き、家で作品を見せておられる様子がうかがえた。

�〈美術館への来館について〉当事業所は団体での外出は実施していないため、来館することは難

しいが、どのようなプログラムを実施されているか知りたい。

�〈出前授業プログラムについて〉プログラムの種類を増やしていただけると利用者は喜ぶと思う。

利用者から聞いた希望は以下の通り。

　キーホルダー、アクセサリー作り、粘土、彫刻、自画像、アート博士の粘土教室

�自由なテーマでも、ひとつの課題でもよい。大会のように競うのではなく、楽しく教室のように

やりたい。

〈その他〉今回は土曜日の実施を依頼したが、何曜日であっても対応してもらえるか？

（2）特定非営利活動法人Sinceとの試行

特定非営利活動法人Sinceとの試行の経緯

2025年3月23日（日）開催の「県美と一緒に◯◯したい！〜滋賀県立美術館のこれからをみん

なで考えるワークショップ〜」15に参加いただいた特定非営利活動法人Since（以下、Since）代表

理事の麻生知宏氏（以下、麻生氏）からフリースクールと美術館で何かできないかとお声がけいた

だいた。Sinceは不登校の子どもたちの居場所と学びの機会を提供しており、近江八幡市で活動し

ている。ちょうど社会的処方の試行をいろいろな方と進めていきたいと考えていたタイミングであっ

たため、2025年4月3日（木）の1回目オンラインミーティングで協力をお願いした。2025年7月

�
15 2024年に策定した「滋賀県立美術館魅力向上ビジョン」を実現するために計画する「滋賀県立美術館整備基本計画」
の策定にあたって（当時）、美術館の姿を地域の方と一緒に考える機会にするために開催したもの。
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10日（木）の2回目オンラインミーティングでどんな流れで進めるかについて協議するとともに、

事前に子どもたちにヒアリングに伺うことを決めた。この段階で、試行では子どもたちに美術館に

来てもらうこと、鑑賞とワークショップをすること、2026年3月に当館のラボにて試行の内容やワー

クショップで制作した作品を展示できたらという美術館の希望を伝えた。

子どもたちへの事前ヒアリング

・日時：2025年9月10日（水）13:00-16:00

・場所：フリースクールSince

・参加者：麻生氏

　　　　　子ども5人（小学生4人、中学生1人）

Sinceが外部の講師を招いておこなっている対話型鑑賞16に参加している子どもたちを見学し、

その後にお互いに自己紹介をした。美術館のイメージを聞き、何がしたいかをヒアリングしながら、

来館した時のプログラムを決定した。子どもたちの美術館のイメージは、「展示している作品を全

部見なければならないから大変」「あまり楽しい印象ではない」などであった。どう過ごしたいか

を聞いたところ「ゆっくり作品を見たい」とのことだったので、試行では好きな作品だけをじっく

り自分のペースで見る時間を設けることとした。

試行の実施

1回の試行を当館常設展（展示室1、2、小倉遊亀コーナー）とワークショップルームでおこなっ

た。以下、実施の概要である。

日時 概要 タイムスケジュール 方法

2025年11月19日（水）
11:00-15:00

・参加者：子ども11人（小
１ 1人、小２ 2人、小４ 1
人、小5 3人、小６ 2人、
中学生 2人）、麻生氏、
スタッフ２人
※参加予定だったヒアリ
ングをした5人以外にも6
人の子どもたちが参加。
・来館手段：Sinceスタッ
フの車3台での送迎で
来館

11:00	 美術館到着
11:00-11:10	 �ワークショップルームに荷

物を置く
11:10-12:45	 公園散策と昼食
12:45-13:45	 �鑑賞、お気に入りを巡るツ

アー
13:45-13:50	 �ワークショップルームに戻

り休憩
13:50-14:50	 �版画ワークショップ（6人）、

わんぱく原っぱで遊ぶ（5
人）

14:50-15:00	 帰る準備
15:00	 美術館出発

・プログラムタイトル：「ミュージアムプロジェクト」
・ねらい：自分のペースで鑑賞ができることと、選んだ作品につい
てそれぞれが言語化できる時間を作る。ワークショップでは、即
興的に制作でき、なお且つ普段家や施設ではできない技法に挑
戦する。
・鑑賞：常設展（展示室１、小倉遊亀コーナー、展示室２）を以下
の通り鑑賞。
①対話鑑賞用の椅子を各自が持って展示室に入る。
②気になる作品の前に椅子を置いて座り、鑑賞。
③�20分の間、いくつかの作品をそれぞれのペースで椅子に座っ
て鑑賞し、お気に入りを１作品決める。

④�展示室前に集合し、それぞれのお気に入りの作品をみんなで
一緒に巡り、自分が選んだ作品についてはどこが気になったか
プレゼンをする。

・ワークショップ：ドライポイント技法を用いた簡易的な版画を以
下の通りおこなう。
①�展示室で選んだお気に入りの作品をイメージし、下描きをせ
ずに塩ビ板にニードルで彫る。

②�1人２枚刷って、１枚はお持ち帰り、１枚は美術館がもらう。
（2026年3月に当館ラボでの活動紹介で展示する予定。）
③インクは黒と青の２色を使用。
※ワークショップに参加したのは中学年～高学年の小学生と中
学生の6人で、低学年～中学年の小学生5人は公園（わんぱく原
っぱ）で体を動かして遊んだ。

�
16 当館では「対話鑑賞プログラム」という名称で開催しているが、Sinceの外部の講師は「対話型鑑賞」という名称で
おこなっていた。
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実施当日の記録と施設への聞き取り

試行を実施しての感触や気になったことを記録し、試行後に麻生氏へ聞き取りをおこなった。以

下、当日の記録と施設への聞き取りである。なお、聞き取りはオンラインでおこなった。

・当日2025年11月19日（水）の記録メモ：

麻生氏と最初にオンラインで打ち合わせをした時に「子ど

もたちに美術館が何かミッションをお願いするような感じだ

と、使命感が出て子どもたちのやる気に結びつく」とアドバ

イスをもらい、試行プログラムに「ミュージアムプロジェク

ト」というタイトルをつけた。ただ美術館に遊びに行くとい

うよりも、プロジェクトに参加している、プロジェクトをつ

くっている、と子ども自身が主体的に活動できるようにする

ためである。麻生氏との前日までのやり取りの中で「子ども

たちの美術館に行く気持ちが高まってきている」とあったの

で、タイトルをつけたことによる良い影響もあったのではな

いかと考えている。

美術館に到着した子どもたちは、最初少し緊張していたよ

うだったが、名前を呼ぶなどして子どもたちがリラックスできるように努めた。鑑賞では低学年の

小学生は自然と感想を言葉にしながら作品を見ていた。一方、中学年から高学年の小学生と中学生

は、一人一人椅子に座って会話もせずじっくり作品を見ていて、20分では時間が足りない子もいた。

お気に入りを巡るツアーでは、それぞれが選んだ作品について色のことや不思議に思ったこと、自

分がなぜその作品に惹かれたなど、気になった理由を具体的な言葉で語っていた。例えば、速水御

舟の《洛北修学院村》（1918年）を選んだ中学生からは、「この群青色が深くて好きになった」と

いう言葉があった。鑑賞の20分間のほとんどを安田靱彦の《卑弥呼》（1968年）の前でじっと過

ごしていた小学生は「なぜこの髪型と服装なのかとにかく不思議だ」と自身の発見を発言し、中西

夏之の《オレンヂと緑の間で4》《オレンヂと緑の間で5》《オレンヂと緑の間で6》（全て1976年）

の3作品を選んだ中学生は「この3作品は時間の流れを表しているのではないか」と語った。ジョ

ゼフ・コーネルの《陽の出と陽の入りの時刻、昼と夜の長さを測る目盛り尺〈アナレマ〉》（1950年）

を選んだ小学生は、版画ワークショップでコーネル作品のモチーフをバラバラにして版を作成し、

刷る紙の上で再構成して作品をつくっていた。中学生の参加者はプレス機で刷る版画が初めてだそ

うで、インクののせ方など工夫しながら制作していた。

・麻生氏への聞き取り：2025年12月12日（金）13:00〜14:00

（以下、麻生氏と𠮷川のやり取り）

　　　𠮷川：�子どもたちの名前を呼んでいたことについてはどうか？

子どもたちに送ったスケジュール
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　　麻生氏：�名前で呼ぶことは親密度が上がるのでSince

でも率先して呼んでいる。本人が大丈夫な呼

び方であれば呼んでもらった方が良い。滞在

時間はちょうど良かった。子どもに応じて、

鑑賞とワークショップを2つとも体験ができ

たり、体験を選択することができたりして、

美術館を楽しむ方法に幅があって良かった。

鑑賞においても自分のペースで見ることがで

きたので、じっくり見たりあっさり見たり外

を眺めたりと色々なパターンがあった。鑑賞

とワークショップの時間以外でも自由に過ご

す「余白の時間」があったことにより、「美

術館でアートをしている」という中にグラデー

ションがあった。低学年の子は、中学年以上

の子がワークショップをしている時間に外（公

園）で発散の時間を持てた。版画もしてもら

いたいとも思ったが、美術館の中での静の活

動と公園での動の活動というメリハリのある

活動が半分ずつあり結果的に良かった。常設

展に展示してあったのは滋賀県立美術館の所

蔵作品なので、今後子どもたちが美術館に訪

れた時に、かつて見た作品と時間が熟成され

てもう一度出会えることができるという点も

良かった。子どもたちは自分のペースでじっ

くり見ることで鑑賞を深められていた。

　　　𠮷川：子どもたちはすごく集中して作品に向かい合っていたが？

　　麻生氏：�子どもたちはSinceで外部の講師を招いての対話型鑑賞を体験しているので、発話

することや他の人の意見を聴くことに慣れている。与えられたものに対して自分か

ら受け取りに行く、主体的に関わることをSinceでは子どもたちに伝えている。今

回も作品に自分から楽しみにいって味わう姿勢があったのではないか。作品をヒン

トに湧き出てくる感情を楽しむ、味わう時間を持てた。

　　　𠮷川：アイスブレイクの時間は必要だったか？

　　麻生氏：�必要なかった。事前に𠮷川さんがSinceに来てくれたことが良かった。「𠮷川さん

がいるからそこに行く」ということが彼らの美術館に行くひとつの理由となり、美

術館が知らない場所ではなく安全な場所になる。

Sinceとの試行の様子
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　　　𠮷川：美術館に行く前と行った後で何か変化はあったか？

　　麻生氏：�美術館への解像度が上がり楽しみ方、活用の仕方を知れた。美術館と自分が近づく

のではなく美術館の輪郭が見えてきて、より美術館という存在が彼らにとってクリ

アにリアルに感じられるようになった。

　　　𠮷川：美術館のスタッフは多い方が良いか？

　　麻生氏：�人数ではなくて、子どもたちとの関係性が重要である。「𠮷川さんの知り合いなら

味方」と愛着形成ができ、何度か繰り返すことで味方が増えていく。これは最初に

𠮷川さんが自分たちのテリトリーであるSinceに来たことが大きい。

・次回について：

2026年3月に当館のラボで他の試行紹介とともにワークショップで制作した版画作品を展示する。

その時期に2回目の試行をすることを決定。次回は鑑賞とワークショップの間に「余白の時間」（昼

食時間を含む）を1時間30分〜2時間設けることを試す。鑑賞は今回と同じで20分間自分のペース

で展示を観て、その後にお気に入りを巡るツアーをする。ワークショップは版画をもう一度おこな

うが、今回体験した子どもが体験していない子どもに教えるという形を試みる。なお、聞き取り時

に麻生氏から子どもたちが書いた活動記録を送っていただいた。以下、抜粋したものである。

　・�美術館の展示をじっくりと見て自分の意見を言えて少し芸術について分かったと思う。そし

てワークショップの版画は今まで5教科以外である美術をしていなかったから今回新しい体

験ができてよかった。

　・�改善案：解説を隠せるようにして先入観を持たず今回のように自由な発想をできるようにす

る。

　・�今日は前の対話型鑑賞プログラムの時に来てた人が美術館でワークショップをしてくれた。

　・�絵を見て喋って後ろにある夕日みたいな淡色がしっかり目に入って好きやった。

　・�美術館内の展示室にもうちょっと椅子が置いてあると色んな人が一個づつ落ち着いて見れる

んかなって思った。

　・�版画は初めてやってみてめっちゃ楽しかった、特に自分で版の形が決められるのが楽しかっ

た、けど色が黒と青の二色しかなかったからもっと色んな色があったら楽しそう、他にも筆

とかで真ん中だけ他の色とかにできたら楽しそう。

　・�今日は午前から滋賀県立美術館で作品を鑑賞して1番これがいいと思った作品の感想を伝え

合い、ツアーするという体験をした。

　・�その作品のタイトルを見てから作品を見て「この部分はなぜ〇〇…」と考えて鑑賞をしてい

たけど、タイトルを見ずに作品をじっくり見てタイトルを見て答え合わせをするという方法

もあってより鑑賞の幅が広がるような感じがしてより楽しめた。

　・�版画は1回学校でしたけど今日もう1回して配色や色の濃さが上手く調整できなくてまたリ
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トライしたい。でも配置は思った通りになったからおけ。

　　（以上、原文ママ）

2つのフリースクールとの試行を終えての考察

外出が難しい施設にとってやはり出前授業プログラムは受け入れやすい。フリースクールは子ど

もたちが毎日通っているとは限らないので、1日だけの実施では参加できる子どもが限られてしまう。

また、ハーフステップのように様々な特性のある子どもたちの場合、学校のように全員一緒に説明

し、進行するよりも一人一人に合わせて進めていけるような工夫がより必要であることがわかった。

Sinceとの試行では、彼らにとって安全な場所というのは「場」ではなく、「人」を入り口として

増えていくのだということがわかった。この「人」は、まず自分のテリトリーに入ってきていると

いうことが重要である。また、「余白の時間」は何か特定のことをする時間ではないが、その空間

にいる時間として必要であったと麻生氏から教えていただいた。学校の休み時間のように、気持ち

の切り替えをする時間にもなると考えられる。

2-3 子ども若者支援施設との試行

高島市子ども未来部こども家庭センター少年センター（あすくる高島）との試行の経緯

高島市子ども未来部こども家庭センター少年センター（あすくる高島）（以下、あすくる高島）

から県の子ども家庭支援課を経由して、夏休みの活動として美術館に行きたいと思っているとの連

絡があった。社会的処方の観点からの取り組みで、美術館が子ども若者にとって家庭や学校とは別

の「サードプレイス」として機能できるかの試行をさせていただきたいと当館からも協力をお願い

した。あすくる高島は滋賀県の北西部にあり、小学生から30歳代の子ども若者を支援する活動を

している。当館とは琵琶湖をはさんだ直線距離でおよそ43km（車で1時間20分ほど）離れた場所

に位置する施設である。

あすくる高島職員への事前ヒアリング

あすくる高島の川島育子氏（以下、川島氏）に、事前に電話でどのような内容にするかを相談し

た。美術館に以前から行きたいと思っていたが、遠くてなかなか難しかったそうである。今回は高

島市が所有するバスで来館されることとなった。子どもたちにとって実物の作品を美術館で体験す

ることができる機会になることから、作品の鑑賞に重点を置いた方が良いと𠮷川は考え、会話をし

ながら一緒に展覧会をまわるプログラムではどうかと提案した。ワークショップにも興味を持たれ

ていたが、滞在時間が2時間と短いことと、観覧する企画展が絵本展で子どもも楽しめる内容であっ

たので、展覧会を一緒にまわるプログラムを実施することとなった。
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試行の実施

1回の試行を当館常設展（展示室1、2、小倉遊亀コーナー）と企画展（展示室3）でおこなった。

以下、実施の概要である。

日時 概要 タイムスケジュール 方法

2025年8月6日（水）
10:30～12:00
（10:00からの予定だっ
たが到着が遅れた）

・参加者：子ども5人（
小学年3人、中学生1
人、18歳１人）、スタッフ
3人、少年補導委員3人
・来館手段：高島市の借
り上げバスで来館

10:30	 �美術館到着、荷物はコイン
ロッカーへ入れる、エントラ
ンスで数人が記念撮影

10:40-11:30	 企画展を鑑賞
11:30-11:50	 常設展を鑑賞
11:50-12:00	 ショップでお土産購入
12:00	 美術館出発

・鑑賞：𠮷川が会話中心のガイドをしながら一緒にまわる
企画展　「ザ・キャビンカンパニー　大絵本美術展　童堂賛歌」
常設展　展示室１、２、小倉遊亀コーナー

実施当日の記録と施設へのアンケート

試行を実施する際の工夫や感触を記録し、試行後に川島氏にアンケートをおこなった。以下、担

当者の当日の記録とアンケート結果である。

・当日2025年8月6日（水）の記録メモ：

あすくる高島の利用者と職員の到着が30

分遅れてしまったので挨拶を5分程度で済ま

せ、少し急ぎめに企画展示室へ向かった。こ

の挨拶をもう少し丁寧にすれば導入として良

かったのかもしれないと反省している。企画

展は𠮷川が説明しながら一緒にまわり、常設

展は各自のペースで見ることができるよう自

由に観覧してもらった。子どもたちは最初口

数が少なかったが、鑑賞中に声をかけると返

事が返ってきたり、笑顔で頷いてくれたりし

た。5人の子どものうち1人（中学生）は絵を描くことが好きで美術館に来ることを楽しみにして

いたそうで、企画展「ザ・キャビンカンパニー　大絵本美術展　童堂賛歌」の章の詩をメモし、熱

心に作品を見ていた。展覧会の鑑賞後には自身の描いた絵を見せてくれて、少しではあるが自分か

ら会話を始めるようになった。小学生は企画展示室内や展示室前の廊下に設けられた絵本を読むこ

とができるコーナーを楽しんでいたようだった。

・川島氏へのアンケート：

（以下、〈　〉内は美術館からの問い、その他の部分は川島氏の回答を要約したもの）

�〈滞在時間と内容について〉2時間を予定していたが、到着が遅れたので90分くらいしか見るこ

とができなかった。説明を聞きながら一緒にまわったので、より一層作品を興味深くみることが

できた。

�〈鑑賞した展覧会は参加者にとってどうだったか〉ザ・キャビンカンパニー展は身近に作品を見

ザ・キャビンカンパニー展の章の詩
撮影：成田舞（Neki inc.）
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ることができ、作品に触れること、絵本を読むこともできて良かった。常設展も興味深く作品を

見ることができた。

�〈最初にアイスブレイクするような時間は必要だったか〉時間があれば、簡単なワークショプが

できると良い。

�〈参加した利用者の美術館に行く前と帰ってからの様子の変化について〉絵が好きな子どもたち

が参加していたので、機会があればまた行きたいと話していた。

�〈また美術館に来たいと思うか、その場合は同じ利用者が参加した方が良いか〉芸術に触れる機

会が少ないので、また美術館に行きたいと思う。今回と同じ利用者だけでなく別の利用者も参加

できると良い。

�〈美術館がどんな場所でどんなプログラムがあると行きやすいか〉気軽に見に行けるところだと

行きやすい。体験できるものがあると子どもたちは参加しやすい。今回のように自由に絵本が読

めたり、作品に触れられたり、何かをつくることができるプログラムがあれば参加したい。

〈美術館へお願いすることは〉今回のように案内してもらいたい。

〈今回の試行は利用者やスタッフの負担になっていないか〉負担になっていない。

�〈その他〉今回は高島市のバスで美術館に行くことができたが、美術館が地元に来るようなプロ

グラムを考えてほしい。

あすくる高島との試行を終えての考察

美術館から遠い地域の施設は、芸術に触れたいと考えていても市からバスを借りるなどの来館手

段がないとなかなか来ることができない。そうすると「出前プログラムで来てほしい」という要望

につながっていく。出前プログラムを作ることは可能ではあるが、単発のプログラムの実施になり

やすい。一方、美術館での展覧会は休館日でなければ常に開催している。来館する手段を県や市、

美術館が補助するような仕組みができれば、遠隔地に住む子どもたちが美術館で過ごす体験をする

ことができて、1人で行動できる状況になった時に、美術館が「サードプレイス」のひとつとして

選択肢になるのではないか。出前プログラムを作る場合も、一部の人の1回だけの体験ではなく、た

くさんの人が定期的に芸術に触れることのできる機会や場になるようにしなければならないと考える。

2-4 失語症の方との対話鑑賞の試行

滋賀県立むれやま荘との試行の経緯

滋賀県立むれやま荘（以下、むれやま荘）は当館が所在する地域にある通過型の障害者支援施設

である。機能訓練や生活訓練などを提供しており、通所、入所（1〜2年間）の利用者がいる。当

館の木村元彦副館長がむれやま荘の北川弘所長（以下、北川所長）と会った時に当館で実施してい

る対話鑑賞について伝えたところ、「失語症の方のリハビリに使えるかもしれない」と興味を持た

れた。こちらから連絡をし、施設に伺い社会的処方の観点からの当館の取り組みの説明と試行の協

力をお願いした。
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施設長と言語聴覚士への事前ヒアリング

・日時：2025年9月4日（木）15:30-16:30

・場所：むれやま荘

・参加者：北川所長、言語聴覚士の佐野有加里氏（以下、佐野氏）

当館の社会的処方の観点からの取り組みについてと対話鑑賞プログラムについて説明した。ご協

力いただく失語症の方は、事故や病気で高次脳機能障害になり、歩行が困難であったり、手足に麻

痺が残っていたりする方もいるそうである。病院での治療の後に自立と豊かな社会参加が可能とな

るように支援するのだが、病院ではできないような活動をしたいとのことだった。佐野氏からは失

語症について教えていただいた。症状はそれぞれ人によって違うが、失語症は言葉が出ないだけで

なく、聴く言葉や文字の読み書きの理解も難しい場合がある。言葉（動詞や名詞など）がわからな

くなったり、言いたい言葉と違う言葉が口に出てしまったりする。絵だとイメージしやすい人もい

れば、漢字だと理解しやすくなる人もいる。あまり長い文章で話すのではなく、短い文章で伝えた

方が理解しやすいとのことである。もともとは話すことができたが事故や病気で話すことができな

くなった状態なので、苛立ってしまうことや施設の部屋からあまり出なくなる人もいるという。話

そうとすることは集中力を要し脳が疲れてしまうので、対話鑑賞は30分くらいが良いのではない

かと提案していただいた。対話鑑賞の作品を選ぶにあたっては、1回目なので参加者が話しやすい

できるだけ具体的なものが描かれた作品が良いのではないかとのアドバイスもいただいた。

試行の実施

2回の試行を当館常設展（展示室1、2、小倉遊亀コーナー）でおこなった。以下、実施の概要で

ある。

試行 日時 概要 タイムスケジュール 方法

1回目 2025年10月15日（水） 
10:30-11:30

・参加者：失語症の方4人
（Oさん、Pさん、Qさん 車
椅子、Rさん 車椅子）、北
川所長、佐野氏、スタッフ
2人、むれやま荘アート活
動支援者1人
（見学）龍谷大学の教授
1人
・来館手段：むれやま荘の
車1台で来館

10:30	 美術館到着
10:30-10:40	 �エントランスで自己紹介、展

示室へ、対話鑑賞の準備
中は展示室１を自由に観覧

10:40-11:10	 対話鑑賞
11:10-11:30	 �展示室１、小倉遊亀コーナ

ー、展示室２を自由観覧
11:30	 美術館出発 

・対話鑑賞：展示室１で展示している野口謙蔵《梅干》
（1929年）で30分の対話鑑賞を実施。ファシリテーター
は𠮷川が務める。
①�作品の前で椅子または車椅子に座り、対話鑑賞をす
る。利用者1人に１人の支援者（佐野氏、スタッフ、アー
ト活動支援者）がつきサポート。

②�利用者またはサポートの方にA4の用紙とバインダー、
鉛筆を渡す。

③�対話鑑賞の説明にはA3の紙に文字を印刷したフリッ
プを用いる。

・自由観覧：対話鑑賞後に自由に観覧。利用者が支援者
とまわって鑑賞しているところへ𠮷川が時々会話に入る
形でコミュニケーションを図る。

2回目 2025年12月16日（火） 
10:20-11:45

・参加者：前回と同じ失語
症の方（以下、利用者）4
人、北川所長、佐野氏、ス
タッフ3人、
むれやま荘アート活動支
援者1人、
・来館手段：むれやま荘の
車 2台で来館

10:20	 美術館到着
10:20-10:30	 �エントランスで挨拶、図録

販売のところで図録を見
る、エントランスにあるハン
コを押すなどの自由時間

10:30-10:40	 展示室1を自由観覧
10:40-11:15	 対話鑑賞
11:15-11:35	 �小倉遊亀コーナー、展示室

２を自由観覧
11:35-11:45	 �ショップで自由時間、美術

館出発 

・対話鑑賞：小倉遊亀コーナーに展示している小倉遊亀
《青巒》（1976年）で35分の対話鑑賞を実施。ファシリ
テーターは𠮷川が務める。対話鑑賞の様子を録音、撮影
する。
①�作品の前で椅子または車椅子に座り、対話鑑賞をす
る。利用者1人に１人の支援者（佐野氏、スタッフ、アー
ト活動支援者）がつきサポート。

②サポートの方にA4サイズの磁気ボードを渡す。
③�対話鑑賞の説明に言葉のフリップをパネルにしたもの
（A3サイズ）を使用。
・自由観覧：対話鑑賞前に10分、後に20分ほど自由に観
覧。利用者が支援者とまわって鑑賞しているところへ𠮷
川が時々会話に入る形でコミュニケーションを図る。
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実施当日の記録と施設への聞き取り

試行を実施しての感触や気になったことを記録し、試行後に北川所長と佐野氏に聞き取りをおこ

なった。聞き取りの後に次回試行についても打ち合わせをし、見つかった課題に対して修整してい

くようにした。以下、1回目と2回目の当日の記録と施設への聞き取りである。なお、聞き取りは

むれやま荘でおこなった。

（1回目の試行）

・当日2025年10月15日（水）の記録メモ：

エントランスで自己紹介をし、今日のスケジュールを伝えてから展示室に向かった。対話鑑賞を

はじめる前に5分ほど自由観覧の時間となったが、Rさん（50代）は掛け軸の作品や安田靱彦の《卑

弥呼》などをじっくり見ていた。この時間が利用者にとって美術館に慣れるためのアイスブレイク

の代わりになっていたように感じた。対話鑑賞が始まると、Oさん（40代）、Pさん（40代）、R

さんは気づいたことを積極的に言葉にしようとしてくれた。Oさんは立ち上がって作品の部分を指

差ししながら説明していた。最初あまり話さなかったQさん（40代）も「季節はいつだと思いま

すか？」など具体的な問いかけをすると言葉にして伝えてくれた。全体の流れの中でほかの人の発

言に足すような形で話し始める方もいたので、聴くということもできていたように思う。なかなか

言葉にならないところを比較的早い段階でファシリテーターの𠮷川が「〇〇ですかね」と言語化し

たのだが、これが良かったのかどうか聞き取りで確認することとした。利用者は話そうとする全て

を言語化できているのではないが、描かれている人物の関係性や季節のこと、建物が懐かしいこと

など、対話の中で自身の記憶と結びつけながら作品を解釈して言葉を発していたように思う。今回

の試行では、30分間しっかり集中できたこと、利用者が発話しようとしていたこと、ほかの人の

発言を聴くことができていたことなど、予想以上に良かったことが多かった。

試行（1回目）の様子
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・北川所長と佐野氏への聞き取り：2025年11月10日（月）15:30-16:30

（以下、北川所長、佐野氏、𠮷川のやり取り）

　北川所長：参加した4人は施設の入所者である。

　　佐野氏：�Oさんは、言葉の言い間違いが多いが、社交的でまわりの状況を理解することが上

手く、もともと美術館が好きな方。Pさんは話しかけられた内容の理解が難しい。

人見知りで、慣れると職員とは話すが施設ではほとんど1人で過ごす。Qさんは、

もともとは社交的だったが、施設では1人で部屋で過ごすことが多い。人の話を聴

くときに半分くらいは理解できているが、言葉の言い間違いが多い。Rさんは、歴

史に関する本や美術館博物館が好きで1人で過ごすことが多い。4人の中では1番文

字や聞き取りの理解ができる。

　北川所長：�対話鑑賞は皆初めての体験であったが、利用者は意欲的に言葉を発していた。高次

脳機能障害の方は脳が疲れやすいのだが、最後まで集中していて30分の対話鑑賞

があっという間だった。利用者自身が一生懸命話そうと思うことが大事なので、今

回上手くいっていたように思う。

　　　𠮷川：名前を呼んで問いかけをしていたことについてはどうだったか？

　北川所長：より答えやすくなるので良かった。

　　　𠮷川：対話鑑賞の前にアイスブレイクは必要か？

　　佐野氏：�ゲームなど言葉を発しなければいけないアイスブレイクだとかえって緊張して疲れ

てしまう。対話鑑賞の説明に言葉のフリップがあってわかりやすかった。

　　　𠮷川：ホワイトボードなどを前において情報の共有をした方が良いか？

　北川所長：�情報が多すぎると混乱するのでいらないと思う。対話鑑賞する作品がわかりやすい

絵で良かった。抽象画も良いかもしれないが、もう少し慣れて楽しくなってきてか

ら挑戦する方が良いかもしれない。Oさん、Qさんはわかる単語を繋いで理解し

ている感じなので、早く話したり長い文章だったりすると理解することが難しい。

今回の𠮷川さんの話す速度は問題なかった。

　　　𠮷川：�利用者のなかなか言葉にならないところを比較的早い段階で𠮷川が引き取って言語

化していたことについてはどうか？

　　佐野氏：�当事者としては待ってもらうほうが嫌なので、「〇〇ってことですね」と𠮷川さん

が引き取っていたことは良かったと思う。施設に帰ってからの反応については、4

人とももう一回美術館に行っても良い雰囲気だった。Pさんは「また行きたい」と

言っていて、他の3人も「楽しかった」「良かった」と言っていた。

　北川所長：�美術館での活動ができれば、入所者が外に出るきっかけになるし、社会とのつなが

りも持てる。今後は退所した方も参加できる機会を設け、入所者が退所しても人と

つながることのできる場にしたいとも考えている。1回きりの試行ではなく、リハ

ビリの一環として今後も美術館を利用していきたい。
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・次回について：

この試行が失語症の方にどのような影響を与えるのか、リハビリとして効果があるのかなどを検

証するため、今後は評価スケールを検討し、データを取っていくことになった。次回の試行からむ

れやま荘の職員が対話鑑賞の録音と撮影をして分析をおこなう。また、次回の試行までに佐野氏が

今回参加した利用者に標準失語症検査17を実施し、5回目の試行の後と10回目の試行の後に再度検

査をしてデータを比較するという検証をおこなう。

（2回目の試行）

・当日2025年12月16日（火）の記録メモ：

前回と同じ利用者が来館し、4人とも𠮷川のことを覚えていた様子だった。エントランスでの自

由時間の後に展示室に向かい、10分ほど自由観覧の時間を設けた。利用者は支援者と会話をしな

がら作品を見ていてリラックスした雰囲気だったが、対話鑑賞がはじまると、利用者は最初何を話

せば良いか戸惑っている様子だった。描かれているものの要素が少ない作品を対話鑑賞に選んだの

で、少しとっつきにくかったのかもしれない。対話鑑賞の中盤からはOさんが作品を指差しなが

ら積極的に発言してくれた。発言をしようと

していたRさんは北川所長に促され作品に近

づき、「森へと続く道が描かれているのでは

ないか」という、自分が発見したところをみ

んなに伝えたいという様子で話していた。何

を言えば良いかわからない様子だったPさん、

Qさんもほかの人の発言を聴いたことで、少

しずつ言葉を発していた。Oさんは描かれた

牛の群れの中で一頭だけ違う種類の牛がいる

ことに注目して「牛乳が」と言ったので、「こ

の牛ですね」と言い間違いを直しながら対話

を続けた。また、Qさんの「色が好き」とい

う発言に「どの辺りが？」と質問したところ

手を上に上げながら「下のところの」と言っ

たので、「上のこの部分の色ですかね」と聞

くと頷いていた。言い間違えを修正しながら

進めることが良かったのかどうかを聞き取り

で確認することとした。対話鑑賞後におこ

�
17 https://secure01.red.shared-server.net/www.toshi-office.com/jiko-13-09gengokinou.htm　標準失語症検査は
「失語症の有無、重症度、失語タイプの鑑別を行うもので、聴く、話す、読む、書く、計算の5大項目」からなっている。
「それぞれの障害の重さがわかり、リハビリ計画に有用」だとされている。（2025年12月17日閲覧）

試行（2回目）の様子
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なった自由観覧では、Qさんは小倉遊亀の花や果物の作品に興味を持ち、単語ではあるが言葉を発

していた。反省点として、支援者が説明の補足に使うために美術館が用意した磁気ボードはペン先

が細く文字が見えづらかったので、次回は紙と鉛筆に戻すこととした。

・北川所長、佐野氏への聞き取り：2025年12月16日（火）15:30-16:30

（以下、北川所長、佐野氏、𠮷川のやり取り）

　北川所長：�Pさんは1回目の試行の印象が残っていて、OさんRさんも覚えていたので、対話

鑑賞をやるということはわかっていた。

　　佐野氏：�Qさんは記憶が曖昧だったようで来館前は少し不安そうだったが、展示室では前回

よりも話しやすそうだった。

　北川所長：�Rさんの「森へと続く道」の発見のところでは、言葉にできていないところを𠮷川

さんがよく気づいていて感心した。Oさんの「牛」を「牛乳」、Qさんの「上」を「下」

と言い間違いしていたときも、利用者が言いたいことに気づき汲み取っていたこと

が良かった。

　　　𠮷川：言い間違えを修正しながら対話を進めていたことについてはどうか？

　　佐野氏：�本人も言い間違えていることはわかっているので、正しい言葉に修正しながら進め

ることで問題ない。また、利用者の一言から𠮷川さんが話を広げていたことについ

ても、発言した利用者は「言って良かったんだ」と安心している様子だった。もし

かしたら抽象画の方が好きなことを言えて良いのかもしれない。評価の方法は悩ん

でいるが、録音したものの文字起こしと撮影した映像から、①正しい言葉は増えて

いるか ②利用者の発言は増えているか ③発言しようとする意欲はどうか、などを

分析し数値化できないかと考えている。

・次回について：

次回は1月に試行を実施することが決まった。記憶することが難しい利用者が美術館での活動を

どのくらいの期間覚えていたか、佐野氏に記録してもらうことをお願いした。

むれやま荘との試行を2回終えての考察

利用者の言い間違いに気づけたことは、作品への指差しや目線、ジェスチャーなどを観察するこ

とで利用者が言いたいことを想像できたからではないだろうか。この試行は、対話鑑賞が普段の会

話とは違って作品を見ることをベースにしていることと、見方に正解のないアートに対して安心し

て話すことができる場であるという、美術館の特性を活かしたプログラムになっていたと考えられ

る。今後も試行を重ね、失語症の方のリハビリの一環になるかを検証していきたい。なお、わかっ

ていなくても頷いてしまう失語症の方も多いそうなので、ファシリテーターは自分の発言が利用者

の言いたいこととずれていないか、こちらの問いは理解されているかもしっかり観察するよう注意
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する必要があると感じた。

2-5  病院に併設する特別支援学校での試行

病院に併設する特別支援学校での試行の経緯

2025年8月25日（月）に滋賀県内の病院に併設する特別支援学校（以下、特別支援学校）の教

員から出前授業プログラムへの申込みがあり、2025年10月8日（水）に事前見学とヒアリングに伺っ

た。当館では入院している特別支援学校の重度心身障害のある子どもたちへの出前授業の実績がな

かったことから、試行というかたちでの実施をお願いした。ワークショップの内容についても通常

の出前授業プログラムから選ぶのではなく、参加する子どもたちの特性に合ったワークショップを

新たに作ることにした。この試行は𠮷川と岩﨑が実施した。なお、ご協力いただいた学校名や教員

の名前は記載しない。

特別支援学校での事前ヒアリング

・日時：2025年10月8日（水）15:30-16:30

・場所：特別支援学校 

・参加者：特別支援学校の教員

ワークショップをおこなう施設の様子を見学。その後、教員から児童生徒たちの実態をヒアリン

グした。参加する児童生徒は車椅子や寝た姿勢での活動が基本となることを聞く。当日の児童生徒

の体調により、活動する場所や人数に変更があるかもしれないとのこと。どのようなワークショッ

プの内容が良いか、普段の活動をヒアリングしながら3つほど提案した。学校内で検討していただき、

選んだ案を後日連絡してもらうことになった。
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試行の実施

　1回の試行を𠮷川と岩﨑が特別支援学校に出向いておこなった。以下、実施の概要である。

日時 概要 タイムスケジュール 方法

2025年12月3日（水） 
9:30-12:00

・参加者：児童生徒15
人（小学生5人、中学生
4人、高校生6人）、教員
等 11人

𠮷川と岩﨑が30分のワークショップを2回
ずつおこなう。合計4回の実施。オンライン
で参加する児童生徒もあり。
・𠮷川
10:30-11:00　　　　　　　　　　　
　　【対面】中高生6人、教員等7人
　　�【オンライン（ベッド）】中高生1人、教

員1人
11:20-11:50　　　　　　　　　　　
　　【対面】中高生1人、教員1人
・岩﨑
10:30-11:00　　　　　　　　　　　
　　【対面】小学生2人、教員等2人
　　�【オンライン（ベッド）】小学生3人、教

員等2人
11:20-11:50　　　　　　　　　　　
　　【対面】中高生2人、教員等2人

・タイトル：「キラキラの彫刻をつくろう」
・ねらい：自身の手を使った造形活動をすることで、素材から受け
る感触や刺激を楽しむことをねらいとする。完成した作品に光を
当てることで、視覚に何らかの障害がある児童生徒も作品を感
じる事ができるようにする。
・ワークショップ：以下の手順でおこなう。
①�アルミホイルを握ったり押したりしながら、形を作っていく。
②�指に絵の具をつけ、アルミホイルの作品に指の跡をつけるよう
に色を塗る。

③作品に懐中電灯を当て、キラキラ光る様子を鑑賞する。
※作品のキラキラ感だけでなく、壁や天井に映し出された影にも
注目する。
④写真撮影と片付けをして終了。

実施当日の記録と施設への聞き取り

試行を実施しての感触や気になったことを記録し、試行後に教員に聞き取りをおこなった。以下、

当日の記録と教員への聞き取りである。なお、聞き取りは𠮷川が特別支援学校でおこなった。

・当日2025年12月3日（水）の記録メモ：

（𠮷川）10:30-11:00

児童生徒は最初の挨拶から目が合ったり、時折笑顔が見られたりした。ニコニコしながら作る、

アルミホイルを握って引っ張るなど、素材から刺激を感じているように見えた。絵の具を指につけ

てアルミホイルの作品に色を塗るときには、アルミホイルの感触とは違ったヌルヌルとした絵の具

の感触を感じてもらおうと思っていたが、視覚からも捉えようとする力のある児童生徒は色にも注

意を向けられていたようだった。支援をしていた教員から「制作中に楽しそうな様子が見られた」

と言ってもらえたので良かった。

（𠮷川）11:20-11:50

参加した児童生徒は指先を少し動かすことができ、目で視覚情報を捉えている様子が見てとれた。

アルミホイルの軽い感触を手のひらで感じた後に、𠮷川が児童生徒の手を包み込みながら一緒にア

ルミホイルを固めていき、硬い感触を感じられるようにした。児童生徒の目がよく動いていたので、

素材から感じる感覚を味わっていたように思う。硬い感触が痛くないか心配であったが、支援して

いる教員から「少し驚く表情を見せているので楽しんでいるのではないか」と言われた。

（岩﨑）10:30-11:00

児童生徒が素材に気づきやすいように、最初にアルミホイルを長く引き出して岩﨑と教員がその

両端を持ち目の前で揺らしてみせ、体に軽く触れさせた。その後にアルミホイルをちぎって握る活

動を通して作品を制作した。アルミホイルの音や触り心地を感じとらせたり、作品に光を当てたり
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した時には、児童生徒の表情や様子からその思いを読み取る

ことが難しかったが、アルミホイルを握る活動や色をつける

活動では、2人とも意志を持って手を動かしているように感

じた。最初口に指を入れていた児童生徒は、活動を始めると

アルミホイルを触ったり、握ったりする活動を続けることが

できた。もう1人の児童生徒に絵の具の色を選んでもらう際、

3色ほど順番にみせるとその中の1色をみた時に目を大きく

開けて興味を持ったように感じたので、その色で制作した。

（岩﨑）11:20-11:50

1人の児童生徒は体を起こしていたので、アルミホイルに

体で触れてから両手に持って制作した。岩﨑が児童生徒の手

を包むようにして握って形を作り、絵の具で色をつけて作品を完成させた。体調が安定していたよ

うで最後まで活動を続けることができた。ベッドに寝た状態で活動をした児童生徒は、体と同じく

らいの長さのアルミホイルに体全体で触れ、素材の触感や音を感じとった。その後、途中で眠って

しまったので、もしかしたら疲れが出たのかもしれない。

・特別支援学校の教員への聞き取り：2025年12月11日（木）15:30-16:30

（以下、教員と𠮷川のやり取り）　

　　　教員：�30分間のワークショップという今回のプログラムは、時間が足りないと感じる児

童生徒もいたかも知れないが、ワークショップの後も作品を鑑賞するなど活動を続

けるという形で実施した。ベッドで活動した児童生徒はゆっくり素材に働きかける

ので、もう少し時間があっても良かったかも知れない。最初に1人ずつ近くで名前

を呼んで言葉がけをしていただけたことが良かった。そばで呼びかけると話しかけ

られていることに気づきやすくなるので、自分の名前を呼ばれていることがわかっ

ていた児童生徒もいたのではないかと思う。ワークショップの内容はとても良かっ

た。子どもたちにとってアルミホイルそのもので制作活動をすることは今まで経験

したことがない。最初に素材に触ってから制作に入るという導入の仕方が普段の活

動と一緒でわかりやすかった。

　　　𠮷川：アルミホイルを伸ばしている児童生徒がいたがどうだったか？

　　　教員：�緊張で腕が伸びているのだが、「やろう！」という思いがベースにはある。緊張の

コントロールは自分では難しい部分が少なからずある児童生徒たちなので、教員と

一緒に動きを調整しながら取り組む中で、自分でできたという実感を引き出してい

くことが主体性につながる。また、身体の軸を意識して活動できるように支援する

ことも本人の主体的な活動につながる。ベッドでの活動で当日寝ていた児童生徒は、

後日アルミホイルで頭の上にドームを作って活動をした。アルミホイルがライトで

試行で生徒たちが作った作品
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光ったり、アルミホイルに声が伝わって震えたりすることに興味を持ち、夢中になっ

て楽しんだ。みんなで取り組んだ後も3回くらい、楽しんだ。このようなワークショッ

プの機会は素材との出会い以外に人との出会いにもなる。今回児童生徒たちに笑顔

が見られて良かった。講師の交通費など費用の心配をしなくてよかったこともあり

がたかった。

特別支援学校との施行を終えての考察

アルミホイルはベットサイドでも扱いやすい素材であった。感触を味わうワークショップをする

ときに気持ちの良さそうなものを選びがちだが、今回アルミホイルを使ったことで、「変な音がする」

「硬くなると少し痛い」などの感触が刺激のひとつとして大事なことであることがわかった。また、

このようなワークショップは素材との出会いだけでなく、我々が伺うこと自体が彼らの生活の中で

人に出会うという機会になることがわかった。

3.  5つの試行の考察と課題

今回の試行を実施するにあたり、試行後の施設の聞き取りを丁寧におこなうことを特に意識した。

この聞き取りが次の試行の方向性を示してくれた。

カーサ月の輪とは4回の試行を実施しているが、毎回利用者が異なることもあってニーズや注意

するべきことが個々人によって様々であることに、この試行後の聞き取りから気づかされることが

多かった。また、家族が一緒に楽しんだり参加した職員がリラックスできたりする事例からは、当

事者はもちろん、その家族や支援をする人がアートによって精神的、社会的な健康を得ることがで

きる可能性があることがわかった。社会的処方の観点からはまさにこの点が重要なことである。

フリースクールや子ども若者支援施設との試行では、美術館に来館するまでに心理的にも物理的

にもハードルがあるということがわかった。心理的には、まず彼らと「美術館の人」がつながるこ

とでハードルを下げることができそうである。物理的に遠隔地であったり外出が難しかったりする

施設からは、出前プログラムがあれば、という要望が多いが、館外でのプログラムとなるとワーク

ショップが中心になる。交通手段を得ることができれば展覧会という実物の作品を鑑賞する機会を

提供できるので、どのようにしたら来館する手段が作れるのかを考えていかなければならない。病

院に併設する特別支援学校においては、そもそも来館するという選択をすることが難しい。このよ

うな施設や利用者のところへは、美術館がアート体験の機会を持って行くことが必要である。今回

の特別支援学校との試行では、この機会が利用者にとって素材や人との出会いのひとつになり得る

ことがわかった。

失語症の方との対話鑑賞の試行では、「これまで話すことができていたが、今はできない」とい

う状態の利用者にとって、作品を通して対話することは安心して言葉を発する機会になるという可

能性を見出せた。聞き手にとっても、そこに作品があることで利用者が何を伝えようとしているの
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かが気づきやすい。これは社会的処方の観点から美術館である必要性を感じるプログラムであり、

リハビリの一環としても考えられる。1回だけではなく何度も繰り返すことも重要である。

これらの試行が一部の人のためではなく広く開かれたものになり、どんな利用者も自身で選ぶこ

とができる恒常的なプログラムに展開していくためには、館職員やボランティアがスタッフとして

参加する仕組みや、失語症の方との対話鑑賞のファシリテーターを育成していく必要があり、多く

の人が関わるのでマニュアル作りも課題になる。試行からもわかるように、プログラムに参加する

利用者一人一人のニーズも注意するべきことも違い、個々への対応は変わる。大枠のマニュアルは

できるかもしれないが、個々に対応するためのマニュアルを作ることは難しいかもしれない。しか

し、今回の試行でおこなったように、参加する利用者を観察して得た気づきと試行後の聞き取りを

皆で共有し積み重ねていくことで、社会的処方の考え方や判断の軸がブレなくなり、利用者一人一

人に柔軟な対応をしていくことができるのではないかと考える。

おわりに

10ヶ月ほどの間に様々な試行をおこなってきたが、試行を進めていく過程は決して準備万端であっ

たわけではない。むしろ試行の内容は、施設にコンタクトをとった後にヒアリングをしながら、美

術館で何ができるかを施設の方や当事者の方に一緒に考えていただいたものである。プログラムを

完璧な状態にしてから動くのではなく、とにかく自分から動いて聞いてみることで見えてくるもの

があり、それを積み重ねていくことが大事であると感じた。また、社会的処方の取り組みは一部の

職員が実施するのではなく、美術館全体で取り組むことが重要であると考える。そうすることでこ

の取り組みが「特別」ではなく「普通」となり、当館に社会的処方の考え方が根付いていくのでは

ないだろうか。

2024年に施行された孤独・孤立対策推進法には「孤独・孤立の状態は人生のあらゆる段階にお

いて何人にも生じ得るもの」とある。『みんなの社会的処方』の中で西智弘は「『今まさに孤立の苦

しみに喘いでいる方』と『そんな問題に悩んでいない人』とに二分されるのではなく、誰しもが等

しくその生涯の中で『望まない孤立』の状態に陥るリスクを負っている」と述べている18。「当事者」

とは自分以外の人のことではなく、自分や大事な人が当事者になるかもしれない、みんな当事者な

のかもしれない、と考えると、このような社会的処方の取り組みが美術館にあることでみんなが安

心することができるのではないかと考える。そして、この取り組みが必要となった人にきちんと情

報が届くよう、美術館は発信を続けていかなければならない。

社会的処方の観点から美術館という施設はどうあるべきか。絵画はかつて窓に見立てられていた

が、美術館が社会と、世界とつながる窓になり得るのではないかと考える。その窓は常にそこにあ

り、常に開かれている。その窓は学びもあれば愉しみもあり、そしてただ眺めてほっとする窓かも

�
18 西智弘（編著者）『みんなの社会的処方　人のつながりで元気になれる地域をつくる』学芸出版社、2024年、3頁。
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しれない。利用者が美術館にふらっと来てベ

ンチに座り、子どもの声や人の行き交う気配

をただ感じるという、何かをしなくてもいい

時間を安心して過ごせる空間としての美術館

もあっても良いのではないだろうか。誰もが

自身で選べるようプログラムを開発し、美術

館を活用するきっかけを作っていくと共に、

あらゆる立場の人が自分らしく利用できる、

安心できる場を作る取り組みもしていきたい。

フリースクールの試行で窓の前に椅子を置き、

美術館の小さな庭を眺めている子どもたちを見てそう思った次第である。
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原勇気理事長、「龍谷大学」山口浩次特任教授、試行にご協力いただいた「社会福祉法⼈幸寿
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美術館の庭を眺めるSinceの子どもたち



滋賀県立美術館 研究紀要 第14号
Bulletin of the Shiga Museum of Art No.14

令和8年（2026年）3月31日

編集・発行：滋賀県立美術館
〒520-2122 滋賀県大津市瀬田南大萱町1740-1
TEL 077-543-2111　FAX 077-543-2170

印刷：有限会社 プロテベール

©2026 滋賀県立美術館
©2026 Shiga Museum of Art

無断転載複写禁止｜All Rights Reserved.



滋賀県立美術館  研究紀要  第14号滋
賀
県
立
美
術
館
　

研
究
紀
要
　

第
14
号

B
ulletin of the Shiga M

useum
 of A

rt N
o.14

Bulletin of the 
Shiga Museum 
of Art 
No.14 2025




